
コンテンツ展開の管理

この章は次のトピックで構成されています。

• コンテンツ展開の管理, 1 ページ

コンテンツ展開の管理

概要

Catalog Deployerは、サービス設計者、カタログ発行者、財務管理者、および組織構築リソースが
開発サイト、テストサイト、および本番サイト間でアプリケーションエンティティを移行するた

めのコンテンツ展開と構成管理に使用できます。

また、Catalog Deployerは変更管理プロセスと変更履歴を顧客に提供することによって、コンテン
ツの変更や Service Catalogのすべてのモジュールで使用される組織エンティティの変更に対する
信頼性の高い制御を可能にします。

CatalogDeployerでは、シスコによりブランド化コンテンツライブラリ内にパッケージされた事前
設定サービスの展開もサポートされています。このようなサービスは、そのままの状態で、また

は組織要件に対してサービス定義をカスタマイズするためのテンプレートとして使用できるため、

実行可能なサービスカタログの実装に必要な時間と労力が大幅に削減されます。

Catalog Deployer を使用したコンテンツ展開
Catalog Deployerには 2つのコンテンツ展開方法が用意されています。

•ソースサイトは Catalog Deployerを使用して、ターゲットサイトへの送信やそこでの展開用
にサービス定義とエンティティのパッケージを「抽出」したり組み立てたりできます。この

場合、すべてのオペレーションを Catalog Deployerモジュール内で実行でき、外部プログラ
ムは不要です。
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•また、パッケージはエクスポート用に生成できます。エクスポートされたファイルは、Catalog
Deployer経由でターゲットサイトの Service Catalogのインスタンスにインポートされます。
これらはテキスト形式の XMLファイルであるため、構成管理またはソースコード制御シス
テムにも格納できます。ブランド化コンテンツライブラリはエクスポートファイルの形で

配布されるため、標準的な Catalog Deployer機能を使用して、ライブラリで使用可能なサー
ビスをインポートしたり展開したりできます。

他のすべての Service Catalogモジュールと同様に、Catalog Deployerは使用のための権限を付与で
きます。ユーザには、展開履歴の表示、展開パッケージの作成と組み立て、特定のサイトへの

パッケージのインポートや展開を行う権限、またはこれらをユーザの責務に最適になるように組

み合わせた権限を持たせることができます。このような機能はすべて、Organization Designerモ
ジュール内の標準ロールまたはカスタムロール経由で割り当てることができます。

主な特徴と機能

主な機能は次のとおりです。

•ユーザインターフェイスによる使用が簡単。展開用パッケージが作成され、データ入力、
対象サイトに送信、またはファイルシステムにエクスポートできます。

• 2つのコンテンツ転送方法。サイト間の XMLパッケージ送信またはエクスポート/インポー
ト機能によるファイルベース送信。

• 1つ以上のターゲットサイトでのサービス展開（関連エンティティを含む）。

•ターゲットサイトにおける組織展開（OU、グループ、キュー、ロール、人員、役職）。

•ターゲットサイトにおける電子メールテンプレートおよび Service Linkエージェントの展
開。

•変更管理サポート（コンテンツ開発者/管理者およびカタログパブリッシャ間の責務の分離
が選択可能）。

•ホット展開：ユーザがアプリケーションを使用可能なときにコンテンツを展開可能。

•オンラインオプションによる抽出/展開履歴の表示。

•サイト保護レベルおよび Entity Homesのサポート。

•ブランド化コンテンツライブラリからターゲットサイトに展開する前に、サービス定義の
プレビューが可能。

CatalogDeployerは、カスタマイズされたサービスカタログの基礎を形成するためのテンプレート
コンテンツを提供する Service Catalogの試みの最初で使用することができます。また、Catalog
Deployerは開発作業のビルドおよびメンテナンスの段階で使用して、テスト済みコンテンツを開
発から他の環境にプロモートしたり、複数の環境を同期させたりもできます。
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構成管理

以降の項で、Catalog Deployerを使用したリリースと構成の管理に関連した機能について説明しま
す。

•アプリケーションのロールおよび機能, （8ページ）

• Catalog Deployerの設定, （12ページ）

• Catalog Deployerパッケージ, （19ページ）

•サンプルの展開シナリオ, （34ページ）

サービスカタログおよびポートフォリオの開発

この章の次の項では、シスココンテンツライブラリをインストールしてサービスカタログやサー

ビスポートフォリオの基礎を提供するための Catalog Deployerの使用に関連する機能を説明しま
す。

• Catalog Deployerパッケージ, （19ページ）（コンテンツのインポートおよび展開に関する
項のみ）

•ブランド化コンテンツライブラリ, （42ページ）

Catalog Deployer のアーキテクチャ
Catalog Deployerには、アプリケーションにある論理エンティティに基づいて編成された、データ
ベース中立のデータ転送インフラストラクチャおよびインターフェイスがあります。論理エン

ティティの例としては、サービス定義、データディクショナリ、人員、および組織単位などがあ

ります。完全なリストは、この項の最後にあります。ただし、異なるデータベースやアプリケー

ション環境間のカスタムコンテンツのサポートは制限されています。 Catalog Deployerでサポー
トされないエンティティのリストについては、サポートされていないエンティティ, （6ペー
ジ）を参照してください。

実装、サイト、およびエンティティホームについては、表 9：主な用語, （47ページ）に説明が
あり、これらは Catalog Deployerの操作に不可欠です。

特に、論理エンティティのホームサイトはCatalogDeployerでの構成管理に欠かせない部分です。
CatalogDeployerではオプションですが、論理エンティティに対してホームサイトのシステムを作
成することによって、サイト間の論理エンティティの参照整合性と、サイト間の設定情報の整合

性の両方の管理が可能になります。

論理エンティティホームサイトの背後にある概念は、特定のサイトは、他のサイトに比べ、論理

エンティティタイプについて、より信頼性の高いバージョンのデータを持っているというもので

す。たとえば、ユーザ情報の認証および収集に自分の LDAPディレクトリを使用しているカスタ
マーの場合、人員と組織単位について最も正確なデータがあるのは本番サイトということになり

ます。このため、本番サイトが、人員および組織単位のホームサイト（記録のサイト）になりま

す。もし、本番サイト以外のサイトで人員の作成や組織単位の編集が可能な場合、このデータを
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他のシステムに展開すると、記録システムとの同期が失われ、実装におけるデータの品質が低下

します。

そのため、アプリケーションフレームワークは、エンティティのホームサイト以外のサイトで

ユーザがこれらのエンティティを修正することがないように、保護レベルを論理エンティティに

割り当てることができるように設計されています。サイト管理者は、Catalog Deployerの設定, （
12ページ）に説明されているように、4つの設定から 1つを選択することにより、論理エンティ
ティに提供する保護のレベルを選択できます。

CatalogDeployerはエンティティの一部としてエンティティの権限を展開します。権限がそのホー
ムサイトのエンティティから除去された場合、このアプリケーションは、CatalogDeployerがこの
除去の複製のために使用できる削除スタブ（またはトランザクションログ）を残しません。たと

えば、サービスをオーダーする権限がサービス定義の組織単位から除去されたとき、ServiceCatalog
はこの事実を保持せず、権限を除去するだけです。

権限が変更されたサービスを展開すると、サービス定義とその権限の間のすべての関連付けが対

象サイトにドロップされ、ソースサイトで有効な権限に従って再作成されます。ただし、権限が

カスタムロールまたはグループに付与されている場合に、ロールまたはグループがソースサイト

から削除されても、ロールまたはグループは対象サイトから削除されません。CatalogDeployerは
エンティティの削除をプロパゲートできません。

Catalog Deployer でサポートされている/サポートされていないエンティティ
次の表は、Catalog Deployerによってサポートされているすべての論理エンティティと、それらに
関連付けられたアプリケーションモジュールの一覧を示したものです。
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表 1：サポートされている/サポートされていないエンティティ

サポートされているエンティティモジュール

サービス定義（提供、フォーム、フォームセク

ション、計画、承認、権限）

サービス定義とともに自動的に展開されるコン

ポーネントエンティティ。

•サービスグループ

•ディクショナリおよびディクショナリグ
ループ

•アクティブフォームコンポーネントおよ
びコンポーネントグループ

•キーワード、カテゴリ、およびプレゼン
テーションの各要素

•スクリプト機能およびライブラリ

サービス定義によって参照されるエンティ

ティ。

• Email Templates

• Organization Designerのエンティティ

• Service Linkのエージェントおよび変換

Service Designer

サービス定義とともに自動的に展開されるコン

ポーネントエンティティ。

•サービス項目（サービス項目ベースのディ
クショナリまたはテーブルベースのデータ

取得ルールによって参照される場合）

•標準（テーブルベースのデータ取得ルール
によって参照される場合）サービス項目と

標準を別々に展開することもできます。

サービス項目マネージャ（Service ItemManager）

•エージェント（Agents)

•選択されたエージェントに関連付けられた
変換も展開されます。

Service Link
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サポートされているエンティティモジュール

•キュー

•組織

•グループ（Groups）

•ロール

•役職

•人員（People）

Organization Designer

• Email Templates

•ターゲットタイプを使用して、インフラ
ストラクチャ/アプリケーションのテンプ
レートのスタックコンポーネントを新し

い環境にエクスポートできます。カスタ

ムパッケージでは、ターゲットタイプは

デフォルトで表示されます。

管理（Administration）

•アカウント定義

•契約テンプレート

•課金料率

需要管理

Catalog Deployerは、上記のエンティティをソースサイトのデータベースからターゲットサイト
のデータベースにコピーします。 Catalog Deployerは、ファイルシステムに格納されている情報
の移動、コピーは行いません。 Catalog Deployerは、JavaScript関数に関連付けられたライブラリ
の定義をコピーします。

サポートされていないエンティティ

Catalog Deployerは、同じバージョンの Service Catalogを使用して実装されている 2サイト間でト
ランザクションデータベースに格納されている論理エンティティを移行します。エンティティは

.xmlの形式でテキストストリームに抽出されます。これは展開用パッケージの一部であり、パッ
ケージの作成に使用される仕様（任意）も含まれています。そのパッケージは、バックアップメ

カニズムとして、および別のサイトのターゲットデータベースにエンティティ定義を展開するた

めのソースとして機能させるために、ソースデータベースから抽出できます。エンティティ定義

は変更されずに対象環境に展開されます。
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Catalog Deployerは、.bmp形式のイメージ（プレゼンテーション要素）の展開をサポートして
いません。 Service Designerは現在、このようなイメージの指定ができないようになっていま
す。古い形式のイメージは、.jpgまたは .gifなど、Web上のプレゼンテーションに最適化され
た別の形式に変換する必要があります。

（注）

Catalog Deployerは論理エンティティ以外の Service Catalogのいずれのコンポーネントにも影響し
ません。これらのコンポーネントのいくつかに対する変更は、ServiceLinkによって処理される構
成管理シナリオ（カスタマーが設計および構成した設定項目の実装間での同期）の一部でないた

め、これ以上ここでは検討する必要がありません。次に例を示します。

•ソフトウェアコンポーネントは Service Catalogインストーラでインストールして設定する必
要があります。

•データマートおよびレポーティングテーブルのコンテンツは Service Catalogインストーラで
作成して Extract-Transform-Load（ETL）プロセスで入力する必要があります。

•スキーマは Service Catalogのインストールの一部としてアップグレードされます。

•カスタマイズされたすべての Service Catalogコンポーネント、または追加コンポーネントは
ServiceCatalogインストーラの [カスタマイゼーション（Customizations）]オプションにより、
このガイドに記載されている手順ですべてのサーバにインストールする必要があります。こ

のようなカスタマイズには一般に、拡張サービス組織によって提供されるAPIや、ディレク
トリ統合で使用されるカスタムマッピングのサポートが含まれます。

ただし、追加の設定項目は、Catalog Deployerによって処理される論理エンティティに対する変更
と組み合わせて展開しなければならない場合があります。これらの詳細を、影響を受ける論理エ

ンティティとともに、以下の表に示します。

表 2：サポートされていないエンティティ

制御および移行する追加のアーティファクト設定項目

データベースで実行されるDMLおよびDDLス
クリプト

外部ディクショナリ

外部ディレクトリや、データ取得ルールで参照

される SQLベースのオプションリストまたは
テーブルを参照するデータソースの指定

データソース

ルールに直接入力される SQLステートメント
（異なるデータベースタイプ間では互換性がな

い場合がある）

データ取得ルール

アプリケーションサーバに展開されるライブラ

リ（JavaScript）テキストファイル
ISFスクリプトライブラリ
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制御および移行する追加のアーティファクト設定項目

Service LinkのAdapter Development Kit（ADK）
によって生成される展開ファイル

カスタムアダプタ

アプリケーションのロールおよび機能

重要なロールは次のように定義されます。

表 3：重要なロール

定義ロール

サービスカタログの作成と管理、ランタイム

アプリケーションへのカタログコンテンツの展

開、カタログのルックアンドフィールと構造

の設定を行います。また、サービス定義と提供

計画の変更に従って、展開されたカタログコン

テンツの継続的な更新を行います。

Catalog Publisher

カスタマーサイトでサービス定義を設計しま

す。サービス設計者は、カスタマー ITチーム
のカスタマーに提供されるサービスについて豊

富な専門知識を持ち、Service Designerおよび
Organization Designerの使用法に習熟していま
す。サービス設計者は、技術的には中級です

が、一般的にはエンジニアというよりはビジネ

スアナリストです。

サービス設計者は、開発サイトでサービス定義

を頻繁に作成したり変更したりしなければなら

ない場合があります。ステージングサイトま

たは本番サイトへ作業をパブリッシュするため

に Catalog Deployerの使用が許可される人もい
ます。

Service Designer
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定義ロール

カスタマーサイトで Organization Designerの組
織エンティティを設計します。組織ビルダー

は、Service Catalogを正常に展開して使用する
ために必要な組織単位、グループ、およびロー

ルの設定に関する組織のニーズについて豊富な

専門知識を持っています。

組織ビルダーは、OrganizationDesignerモジュー
ルの使用法に習熟している必要があります。組

織ビルダーは、技術的に高度である必要はあり

ませんが、アプリケーション管理の ITリソー
スである必要があります。

Organization Builder

カスタマーサイトでアプリケーションの権限を

管理します。この担当者は、システムの最初の

ユーザになる場合があります。Global
Configurationsの設定など、アプリケーションの
バックエンドのすべてにアクセスできます。言

語や課金カテゴリなどのリストの管理も行いま

す。

Site Administrator

カスタマーサイトで実装の変更要求を承認しま

す。この担当者は、通常、本番サイトの安定性

に責任を負っています。本番サイトへの展開に

先立ち、すべての変更内容を理解しておく必要

があります。このロールはオプションですが、

正式な変更制御プロセスが確立されたカスタ

マーサイトで必要になります。

変更マネージャ

カスタマーのアカウントを作成し、各アカウン

トまたはOUのクォータを定義するための協定
を設定し、サービス品目運用の課金料率を定義

します。カスタマーのサービス品目の消費と課

金/チャージバックを管理します。

Finance Designer

次の表は、Catalog Deployerモジュールに関して、システム定義のロールおよび各ロールに付与さ
れるデフォルト機能を説明したものです。
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表 4：事前定義されたロールおよび機能

機能定義済みの

役割

ブランドコ

ンテンツラ

イブラリの

パッケージ

ング

展開用パッ

ケージの展

開

展開のイン

ポート

カスタム展

開の管理

拡張サービ

ス展開の管

理

基本サービ

ス展開の管

理

PPPCatalog
Designer and
Administrator

POrganization
Designer

PPPPPPSite
Administrator

PPPPPCatalog
Publisher

PPPPPPLicensed
Content
Publisher

Service Catalog の実装と構成管理
この項では、ServiceCatalogの実装方法と、業界標準の構成（または変更）管理プラクティスをサ
ポートする関連プロセスの設計方法を説明します。

以下では、一般的な方法と（Catalog Deployer設定管理など）Service Catalogアプリケーションで
使用可能な方法について説明し、両者を比較します。初期開発からテスト、展開、およびメンテ

ナンスまで、展開の段階に一致した、構成管理に対するさまざまなアプローチを説明します。

Catalog Deployer のベストプラクティス
Catalog Deployerは、IT業界標準の構成管理方法およびテクノロジーで採用されているベストプ
ラクティスを実装します。そのため、これらのプラクティスを確認しておくと役に立ちます。

•ソフトウェア設定項目（つまり、ITアプリケーションを構成する個々のソフトウェアモジュー
ルまたはコンポーネント）に対する変更は開発環境で行われます。

•同じ（開発）環境において、変更されたソフトウェアは一般に予備テスト（単体テスト）を
受けます。
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•単体テストにソフトウェアが合格すると、ソフトウェアの「ソース」のコピーがソースコー
ド管理システムにチェックインされ、リリース候補のラベルが付けられます。「ソース」

は、テキストエディタで作成されて保守されるコードを含む、複数のタイプのアーティファ

クトで構成される場合や、あるいは、ますます一般的になりつつあるものとして、統合開発

環境の一部になっているメタデータリポジトリ内に、または XMLファイルに格納された仕
様で構成される場合があります。

•保存されたソースは、厳重に制御されたテスト環境に展開され、そこで厳しいテストが行わ
れます。テスト環境は、異なるテストの実行結果を確実に比較できるようにするため、テス

トの各セットの前に再初期化される場合があります。

•テスト実行者は、問題を見つける責任はありますが、それを診断または修正する責任はあり
ません。すべての問題は、開発チームに報告されます。開発チームは、開発環境を使用し

て、問題の修正、コードの再テスト、および修正されたソースのコピーの保存を行います。

•修正、抽出、展開、テストの各ステップは、ソフトウェアがすべてのテスト条件（これらは
パフォーマンス対策または機能要件またはその組み合わせの場合があります）を満たすこと

をテストチームが認定するまで繰り返されます。

•テスト環境に展開され（そしてテストされ）た同じソースが、本番環境に展開されます。

構成管理

ServiceCatalogアプリケーションの場合は、開発されるソフトウェアの多くが、カテゴリ、グルー
プ、タスク、チェックリストなどの関連要素を含むサービス定義です。

Catalog Deployerは、お客様が、サービス定義などのコンテンツや関連サービスを展開するために
使用できます。

一般的な構成管理シナリオと Catalog Deployerが果たす役割には次のようなものがあります。

•新規のサービス定義または拡張されたサービス定義を開発環境で開発して単体テストを行い
ます。

• CatalogDeployerを使用して、開発環境から新規のサービス定義または更新されたサービス定
義を抽出します。作成された展開パッケージは、必要に応じて、エクスポートされ、ソース

コードの制御下に置かれます。

• Service Catalogデータベースにない他のコードリソース（JavaScriptライブラリなど）もソー
スコードの制御下に置く場合があります。

• Catalog Deployerを使用して、テスト環境または品質管理（QA）環境にサービス定義を展開
します。

•サービスをテストします。問題が見つかった場合は、サービスが指定要件を満たしたものと
認定されるまで、前のステップを繰り返します。つまり、開発でコードを修正して、抽出

し、テスト環境に再展開します。

•テスト環境で受け入れられると、サービスは、コードをテスト環境に最初に展開した同じ手
順に従って本番環境に展開されます。
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このシナリオは業界標準に従ったものです。業界標準では、開発環境においてのみ、サービス定

義の変更が行われます。また、テスト環境および本番環境にソースコードの制御されたセットを

展開するには、自動化されたプロセスが使用されます。

ただし、このシナリオは不完全です。ほとんどの実装では、人員と事業単位（組織のタイプ）

が、本番環境に動的に追加されたり、人員が初めて Service Catalogにログインしたときに彼らの
ためにサービスをオーダーしたり、審査または承認を実施するために割り当てられたりします。

したがって、Catalog Deployerは、これらのエンティティを本番サイトから開発に戻す移行のとき
も使用しなければなりません。それにより、まだ開発中のサービス定義または他のServiceCatalog
設定項目（たとえば、承認）でそれらのエンティティを使用できます。さらに、サービス定義

は、電子メールテンプレート、グループ、キュー、サービスチーム組織、およびロールなどの関

連エンティティを参照する場合があります。これらのいずれかが対象環境に存在しない場合、足

りないものを対象環境に展開しなければ、サービスの展開パッケージは正常に展開されません。

Catalog Deployer の設定
Catalog Deployerの設定には次の作業が含まれます。

1 Service Catalogをインストールして、CatalogDeployerをサポートするようにクライアントワー
クステーションを設定するための前提条件を満たす。

2 Catalog Deployerを含む Service Catalogのバージョンをインストールする。 Catalog Deployerは
すべての Service Catalogサイトの一部として自動的にインストールされます。

サービスパックを含むすべてのサイトで、同じServiceCatalogのバージョンを使用する必要が
あります。

（注）

3 開発と本番の Service Catalogインスタンス内で実装とサイトを設定する。
4 ソースサイトとターゲットサイトでアプリケーションサーバ JDBCデータソースを設定す
る。

5 Administrationモジュールと Organization Designerモジュールを使用して、実装での働きに適し
た Catalog Deployer機能に担当者がアクセスできるようにする。

さまざまなデータベースからインポート（Catalog Deployerまたは REXを使用して）された
「個人」と「エージェント」データのパスワードをターゲットデータベースでリセットする

必要があります。これは、キー暗号キーが Prime Service Catalogデータベースのインスタンス
ごとに異なるためです。「個人」と「エージェント」のパスワードがリセットされなかった

場合は、それらをターゲットデータベースで正しく復号化できません。

（注）

クライアントワークステーションの設定

CatalogDeployerによって生成される展開パッケージは、含まれるエンティティの圧縮されたXML
表現を含みます。CatalogDeployerはパッケージのファイルベース送信を使用します。その中で、
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パッケージコンテンツは、パッケージのエクスポートおよびターゲットサイトへの以降のイン

ポートにより、あるサイトから別のサイトへ転送されます。

このファイルベースの転送をサポートするには、暗号化されたページをディスクに保存できるよ

うユーザのブラウザを設定する必要があります。次の手順を実行します。

ステップ 1 [ツール（Tools）] > [インターネットオプション（Internet Options）] > [詳細設定（Advanced）]を選択しま
す。

ステップ 2 [暗号化されたページをディスクに保存しない（Do Not Save Encrypted Package to Disk）]チェックボック
スをオンにします。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

すべての展開がサイト間の直接送信で行われている場合、この設定は不要です。（注）

実装とサイトの設定

Catalog Deployerを使用する前に、開発インスタンスおよび本番インスタンスを使用して実装を設
定する必要があります。実装は、CatalogDeployerがServiceCatalogサービス定義とその他のService
Catalogエンティティを移行するサイトを集めたものです。

実装とサイトの設定手順の概要は以下のとおりです。詳細は以降のセクションで説明します。

ステップ 1 実装に名前を割り当てます。この名前は一般に会社やプロジェクトを表します。この名前はマニュアル

記載のみを目的とし、Catalog Deployerによって使用されることはありません。

ステップ 2 実装内のサイトに名前を付けます。

実装内では、各サイトに一意の名前を付ける必要があります。 Service Catalogは、エンティティの変更
（追加、修正、削除）をユーザに許可する保護レベルを Service Designerおよび Organization Designerの
ページに割り当てるために、この固有の名前を使用してサイトを識別します。

通常、開発（DEV）と本番（PROD）の 2つのサイトが必要です。設定管理および移行計画で必要になっ
た場合は、追加のサイト（STAGE、TEST、QAなど）を使用できます。

ステップ 3 各論理エンティティのホームサイトの指定

各論理エンティティにホームサイトを（1つ）指定します。論理エンティティのホームサイトを決定す
る際に、以下のルールが役立ちます。

•論理エンティティのホームは、一般に、1つのサイトのみにすべきです。これにより、エンティティ
インスタンスに対する変更をよりよく管理できます。

•サービスの定義に関係する論理エンティティのホームは、明らかに開発インスタンスにすべきです。

Cisco Prime Service Catalog 11.0 管理および運用ガイド
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•システムの本番使用によって作成されるエンティティのホームは、本番サイトにすべきです。 Import
Personイベントを含むシングルサインオン（SSO）またはディレクトリ統合が有効な場合、本番の論
理エンティティホームは人を含みます（したがって、同じテーブルにあるキューも含みます）。自

動化されたユーザ作成ファシリティによって組織単位が作成された場合、組織単位のホームも本番サ

イトに置く必要があります。

論理エンティティのホームがテストサイトやステージサイトに置かれることは、ほぼありませ

ん。これは、このようなサイトは通常、公開データおよびテスト対象の新しく開発されたコー

ドを使用して再構築されるためです。

（注）

ステップ 4 各サイトのデータソースの作成

Catalog Deployerでコンテンツをサイトに展開するためには、Service Catalogアプリケーションを実行して
いるアプリケーションサーバで、そのサイトの JDBCデータソースを設定する必要があります。たとえ
ば、開発サイトで開発したサービスをテストおよび本番に展開するには、開発サイトは本番サイトおよび

テストサイトの両方のデータソースを含んでいなければなりません。本番サイトから開発に組織エンティ

ティを展開するには、本番インスタンスは開発インスタンスのデータソースを含んでいなければなりませ

ん。

クラスタ化されたサイトの場合、サイトを構成する各ノードがデータソースにアクセスできる必要があり

ます。

ステップ 5 各サイトでのプロセスの繰り返し

実装、サイト、および論理エンティティを指定するデータは、順番に、論理エンティティ内に格納されま

す。

これらの仕様は、実装を構成するすべての Service Catalogインスタンスに存在しなければなりません。

また、すべてのサイトで適切なデータソースを作成する必要があります。

Administration モジュールでの実装の設定

CatalogDeployerを使い始めるには、Administrationモジュールで実装環境の設定を行う必要があり
ます。 Administrationで設定した値により、ソースサイトは対象サイトを認識できるようになり
ます。

アプリケーションサーバコンソールの JDBCデータソースのページでデータソースを定義した
後で、次の手順を実行する必要があります。

実装を設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1 Administration特権を持ったユーザとして開発インスタンスにログインします。

ステップ 2 モジュールのドロップダウンメニューから、[管理（Administration）]を選択します。

ステップ 3 [Settings（設定）]タブをクリックします。

ステップ 4 右側のメニューから、[Entity Homes]を選択します。
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[論理エンティティのホームの仕様（Logical Entity Home Specification）]ページが表示されます。

これらの設定は、Catalog Deployerと Service DesignerモジュールおよびOrganization Designerモジュールの
動作に影響します。設定が正しくないと、間違ったデータが本番サイトを含む Service Catalogアプリケー
ションサイトに書き込まれる可能性があります。これらの設定の変更は、システム管理者だけが行うよ

うにする必要があります。

ステップ 5 [実装サイト（Implementation Sites）]セクションのページ下部にあるテキストフィールドに、サイト名を
入力します（例：「Development」）。

ステップ 6 [データソースの選択（Select a Data Source）]ドロップダウンメニューからデータソースを選択し、[新規
追加（Add New）]をクリックします。
サイト名のリストにこのサイト名が追加されます。

ステップ 7 他のサイトとして、本番サイトの名前を追加します。

ステップ 8 QAまたは Testなど、Catalog Deployerでリフレッシュする必要のある他のサイトが実装に含まれる場合
は、これらも追加します。

ステップ 9 ページ上部にある [実装名（Implementation Name）]フィールドに実装名を入力します（例：My Cloudや
Data Center Management）。

ステップ 10 現在のサイトを識別するために [このサイト（This Site is）]ドロップダウンメニューから開発サイトを選
択し、[更新（Update）]をクリックします。

ステップ 11 エンティティの [ホームサイト（HomeSite）]の割り当てを確認し、要件に合わないところを変更します。
完了したら、[更新（Update）]をクリックします。

ステップ 12 定義した各サイトに適切な [サイト保護レベル（Site Protection Level）]を割り当てます。完了したら、
[更新（Update）]をクリックします。これらの保護レベルは、対応する論理エンティティの保守を行う
Service Designer、Organization Designer、および Administrationのページの動作を変更します。

表 5：保護レベル

ホーム以外のサイトのユーザインターフェイスに

対する影響

保護レベル

なし：エンティティを作成および変更するための

UI要素がすべて使用可能なままになります。

保護レベル [なし（none）]は、実装の初期段階の開
発サイトでのみ使用すべきです。このレベルでは、

適切なロールを持つユーザなら、サイト内のすべて

のエンティティを作成、変更、削除することができ

ます。

なし

新しい論理エンティティの作成の制御が無効になり

ます。

作成のみ（Create only）

論理エンティティの作成、更新の制御が無効になり

ます。

作成、変更（Create, Modify）
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ホーム以外のサイトのユーザインターフェイスに

対する影響

保護レベル

論理エンティティの作成、編集、および削除のすべ

ての制御が無効になります。

保護レベル [作成、変更、削除（Create, Modify,
Delete）]は、一般にすべてのテスト、ステージン
グ、または QAサイトに適用すべきです。これら
のサイトは、通常、（たとえば、パフォーマンス

テストやボリュームテストをサポートするために）

公開から完全なデータベースをコピーする、また

は、公開に昇格する前の機能テストのために開発か

らサービスを展開することによって、リフレッシュ

されます。

保護レベル [作成、変更、削除（Create, Modify,
Delete）]は、一般に本番サイトに適用すべきです。
保護レベル [作成のみ（Create only）]では、エン
ティティ名の変更などのマイナー修正を保護エン

ティティに適用できます。

作成、変更、削除（Create, Modify, Delete）

1つの実装内のすべてのサイトで、同じサイト名、エンティティホーム設定、保護レベルを指
定する必要があります。これは、ユーザがエンティティを誤って間違ったサイト（そこでは、

エンティティが「同じ」エンティティの次の展開によって上書きされ、異なるサイトで開発お

よび保守される可能性があります）で作成または修正することを防止します。

（注）

サイトのデータソースの設定

Catalog Deployerがパッケージを別のサイトに送信するためには、ターゲットサイトに対応する
JDBCデータソースがソースサイトと同じアプリケーションサーバ上で設定されている必要があ
ります。 JDBCデータソースを設定する手順は、『CiscoPrimeServiceCatalog Installation andUpgrade
Guide』に記載されている RequestCenterデータソースを設定する手順と同じです。

Service Catalogでデータソースを検出するには、同じ JNDI名プレフィックスを使用する必要があ
ります。検出されたデータソースのリストが [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [デー
タソースレジストリ（Data Source Registry）]に表示されます。

特定のデータソースは、レポートを作成する目的で使用され、ServiceDesignerやCatalogDeployer
のユーザに表示するためには使用されません。データソースをこれらのユーザーに必要なものだ

けに制限するには、これらのデータソースの [エンティティホーム定義に使用（Use forEntityHome
Definition）]チェックボックスをオンにしてから、[更新（Update）]をクリックします。

サイトの設定

最初に、1つのサイトを設定します。通常は、開発サイトから始めます。開発サイトは、ソース
サイトに表示される他のターゲットサイトに移行されたサービス定義のソースサイトです。実
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装全体の構成に応じて、どのサイトでもソースサイトまたはターゲットサイトとして、あるいは

潜在的に両方のサイトとして、設定できます。

たとえば、テストサイトと本番サイトが見えるように開発サイトを設定、および開発サイトとテ

ストサイトが見えるように本番サイトを設定します。このシナリオでは、まず開発からテストに

エンティティを展開します。次にテストが成功したと仮定し、開発から本番にエンティティを展

開します。次に、組織情報を本番サイトから、テストサイトと開発サイトの両方に移行します。

必要なデータソースの定義を含め、潜在的なターゲットサイトの設定をすべてのソースサイト

で繰り返します。

設定が正しいことを確認するには、各サイトにログインして、Catalog Deployerに移動し、[アク
ション（Action）]ペインで [送信（Transmit）]をクリックすることによって、パッケージを、今
設定したターゲットサイトの 1つに送信します。ドロップダウンメニューに選択可能なターゲッ
トサイトの 1つとして自分のサイトが表示されます。

図 1：ターゲットサイト

Catalog Deployer のパフォーマンスの考慮事項

Catalog Deployerは、ソースサイトまたはターゲットサイトがオンラインで使用中の場合に実行
する必要があります。ただし、この使用には何らかの制限を設けることをお勧めします。

Catalog Deployer の同時使用
Catalog Deployerは、パッケージの組み立てや展開だけでなく、サービスのプレビューにも大量の
メモリを消費します。メモリ消費から生じる問題を避けるために、Catalog Deployerでは、6人以
上のユーザが同時にパッケージの組み立て、インポート、またはプレビューを行うことができな

いようになっています。6人目のユーザがパッケージの組み立て、インポート、またはプレビュー
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を行おうとすると、Catalog Deployerからその旨のアラートが表示され、後で再試行するように
ユーザに通知されます。通常、本番展開は 1人の担当者が処理するため、このような状態が本番
環境で発生する可能性はあまりありません。しかし、開発環境やテスト環境で、複数のサービス

設計者がそれぞれのコンテンツを展開のためにパッケージ化している場合は、この状態が発生す

ることがあります。

ブラウザセッションのタイムアウト

パッケージの組み立てまたは展開は、まだブラウザを介した操作と見なされています。そのた

め、Administrationモジュールで設定された非活動用のセッションタイムアウトで、大規模なパッ
ケージの組み立てや展開がタイムアウトすることはありません。

パッケージサイズ

CatalogDeployerは、エンティティが複数のプライマリエンティティに必要な場合に、関連付けら
れたエンティティをパッケージ内で1回作成/更新するだけです。たとえば、展開パッケージ内の
20のサービスにディクショナリ「IT Software Configuration」が必要な場合、Catalog Deployerはそ
のディクショナリをターゲットサイトで 1回作成/更新するだけです。共通コンポーネントを持
つサービスを同じパッケージにまとめることで、パッケージのサイズと、Catalog Deployerが行う
必要のある冗長な作成/更新の数を減らすことができます。

大きいパッケージ（サイズによって定義）のパフォーマンスは時間がかかることが予想されます。

また、このようなパッケージのアセンブリや展開は失敗する可能性があることにも留意してくだ

さい。この場合、解決するには、パッケージをプライマリエンティティの比較的小さいセットに

分けます。たとえば、20個のサービスで構成される 1つのパッケージを作成する代わりに、各 10
個のサービスのパッケージを 2個作成します。

ホット展開

原則として、CatalogDeployerは 1回のデータベーストランザクションで完全なパッケージを展開
できます。その場合、1つのコンポーネントの展開に失敗すると（たとえば、指定されたキュー
がターゲット内に存在しないために拡張パッケージ内のサービス定義を展開できない）、全体の

パッケージ内容がロールバックされます。対象サイトのリポジトリは、展開が開始する前と同じ

状態で維持されます。

ただし、実際には、この全か無かという展開によって問題が発生することがあります。一度エン

ティティが展開されると、完全なパッケージが展開され、データベーストランザクションがコ

ミットされるまで、オンラインユーザはこれを使用できません。この間に、ユーザが進行中の展

開によって更新されたサービスのオーダーを試みると、ユーザのセッションはハングし、サービ

ス定義が使用可能になるまで待機することになります。最終的に、エラーメッセージが表示され

るか（最悪の場合）、遅延の後サービスをオーダーできるようになります（最良の場合）。（こ

のエラーが発生する可能性があるのは、ユーザが最初にサービスをオーダーする場合のみです。

タスク実行者や承認者がこのサービスで作業する場合には発生しません）。

このシナリオを回避する確実な方法の 1つは、公開システムが使用中は展開を許可しないことで
す。これは、定期的にスケジュールされたメンテナンス期間に公開システムに対する更新を行う

という、業界で受け入れられているベストプラクティスに準拠しています。ただし、定期メンテ

ナンスが実行されるまで展開を待機させることができない場合もあります。 Service Catalogが稼
働中に展開を実施しなければならない場合に問題が発生する可能性を最小限に抑えるために、サー

ビスをより小さな論理パッケージにグループ化することをお勧めします。サービス設計者は、関

    Cisco Prime Service Catalog 11.0 管理および運用ガイド
18

コンテンツ展開の管理

Catalog Deployer の設定



連するサービスを同じパッケージにグループ化することによって、共有コンポーネントの小さく

なったパッケージサイズの恩恵を受けることもできます。

Catalog Deployer パッケージ
ここでは、CatalogDeployerの機能を簡単に説明します。展開パッケージタイプ（基本サービス、
拡張サービス、およびカスタム）には、展開可能なプライマリエンティティと、関連エンティ

ティの管理展開に使用可能なオプションに違いがあります。

基本サービス展開用パッケージ

基本サービス展開用パッケージは、Service Designerでのサービス定義のインポートと同様の機能
を果たします。ターゲットサイトで関連するエンティティ（キューや組織単位など）が見つから

なかった場合は、それらのエンティティが展開で省略されるだけです。基本パッケージにはバン

ドルされたサービスを含めることができません。

サービス展開用パッケージは標準とサービス項目も収集します。ルックアップ Dynamic Data
Retrieval（DDR）とサービス項目ベースのディクショナリで参照されたものが自動的にパッケー
ジに含まれます。標準エントリも展開するかどうかを制御する Administrationグローバル設定が
あります（標準エントリは必ず収集され、制御は展開ターゲットにのみ適用されます）。

Catalog Deployerで展開用のサービスを表示または選択するために Service Designerの権限は必
要ありません。

（注）

基本サービス展開用パッケージの内容とその関連するエンティティを以下に示します。

表 6：基本サービス展開用パッケージ

エンティティタイプ/説明操作コンテンツタイプ

サービス定義：ServiceDesigner
の [サービスカタログ（Service
Catalog）]オプションで定義さ
れたサービス定義のすべての側

面

[サービスの内容（Services
content）]タブ経由で選択され
る

プライマリエンティティ
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エンティティタイプ/説明操作コンテンツタイプ

サービス定義によって参照され

るすべてのエンティティ：

•カテゴリ

•データディクショナリ

•ディクショナリグループ

•アクティブフォームコン
ポーネント

•アクティブフォームコン
ポーネントグループ

•キーワード

•目的

•プレゼンテーション要素

•スクリプト機能

•スクリプトライブラリ

•サービスグループ

•サービス項目とサービス
項目グループ

•標準と標準グループ

•内線番号（Extensions）

自動展開コンポーネントエンティティ

サービス定義によって参照され

るすべてのエンティティ：

•エージェント（Agents）

• Email Templates

•役職

•グループ（Groups）

•組織

•人員（People）

•ロール

•キュー

展開では、ターゲットサイト

に存在しないエンティティ関連

付けが省略されます。

関連エンティティ
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デフォルトで、CatalogDeployerは標準データと標準定義を展開します。この動作を無効にするに
は、Administration設定を [標準テーブルのエントリ(データ)の展開（DeployEntries (data) in Standards
Tables）]に設定します。さまざまな環境でさまざまなデータセットを使用しなければならない
場合や、データが外部ソースからファイルインポートを介して提供される場合などにこの方法を

選択します。

拡張サービス展開用パッケージ

拡張サービス展開用パッケージは、指定したサービス定義とそのコンポーネントを展開します。

このパッケージタイプでは、対象サイトでの展開中にサービス定義の関連エンティティを処理す

る方法のオプションを制御する機能が提供されます。

拡張サービス展開は、基本展開とは次の 2つの点で大きく異なります。

•親サービスを選択してそれがバンドルであることを示すことによって、バンドルを構成して
いるすべてのサービスを自動的に展開できます。

•ユーザは、関連付けられたエンティティが展開時にターゲットサイトに存在しないときに実
行するアクションを指定できます。これは、基本サービス展開の動作を上書きするため、関

連エンティティが 1つも存在しない場合、自動的に失敗します。

関連付けられたエンティティがターゲットサイトに存在しないときの拡張サービス展開パッケー

ジにおける Catalog Deployerの動作を制御するオプションについて次に要約を示します。

表 7：拡張サービス展開用パッケージ

結果使用可能なオプション関連付けられた単位

エージェントの参照が、提供タ

スクまたは承認タスクから削除

されます

省略（Skip）エージェント（Agent）

展開が失敗します失敗（Fail）

対象サイトに空のテンプレート

が作成されます。

作成（Create）Eメールテンプレート（Email
Template）

テンプレートの参照が、提供タ

スクまたは承認タスクから削除

されます

省略（Skip）

展開が失敗します失敗（Fail）

役職との関連付けが削除されま

す。割り当てはデフォルトサー

ビスキューに入ります

省略（Skip）役職（Functional Position）

展開が失敗します失敗（Fail）
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結果使用可能なオプション関連付けられた単位

グループとの関連付けが削除さ

れます。割り当てはデフォルト

サービスキューに入ります

省略（Skip）グループ

展開が失敗します失敗（Fail）

タスクがデフォルトサービス

キューに割り当てられます

省略（Skip）組織

展開が失敗します失敗（Fail）

タスクがデフォルトサービス

キューに割り当てられます

省略（Skip）人員（People）

展開が失敗します失敗（Fail）

キューは、対象サイトにその

キューの組織が存在する場合の

み作成されます。存在しない場

合、展開が失敗します

作成（Create）キュー

タスクがデフォルトサービス

キューに割り当てられます

省略（Skip）

展開が失敗します失敗（Fail）

タスクがデフォルトサービス

キューに割り当てられます

省略（Skip）ロール

展開が失敗します失敗（Fail）

サービスの定義を実質的に変更するので、[省略（Skip）]オプションおよび [作成（Create）]オプ
ション（選択したエンティティタイプにのみ使用可能）は、「クイックアンドダーティ」展開

にのみ有用と見なすべきです。サービスのフォームコンポーネントはそのまま転送されますが、

提供計画に大幅な変更をもたらす可能性があります。

カスタム展開用パッケージ

カスタム展開用パッケージを使用すれば、展開中に、エンティティを個別に選択して、関連エン

ティティを処理する方法に関するオプションを制御することができます。カスタム展開は、人

員、キュー、ロール、組織単位、エージェント、サービス項目、標準、課金レート、アカウント

定義、契約テンプレート、カテゴリ、グループなどの組織エンティティ、役職、電子メールテン
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プレートに使用されるのが一般的です。カスタムパッケージにはサービスを含めることができま

せん。

サービス項目と標準展開の振る舞いを制御するよりきめの細かいオプションが用意されています。

オプションで、サービス項目インスタンスと標準エントリを展開の一部として含めることができ

ます。ただし、このオプションはパッケージ内のすべてのサービス項目タイプと標準に適用され

ます。一部の標準またはサービス項目のエントリだけを含めて他のエントリは含めないようにす

るには、それらを別々のパッケージに分離する必要があります。

インポート中に、[需要管理（DemandManagement）] > [課金レート（Billing Rate）] > [課金レー
ト定義（Billing Rate Definition）]で単位レートフラグが設定（ソース XML）された場合は、
CatalogDeployerでカスタムパッケージを作成するときに請求レートとして「マージ」オプション
が選択されます。レート表がターゲット内に存在する場合は、「マージ」オプションが無視さ

れ、ターゲット内の既存のデータレコードを削除することによって「上書き」として実行されま

す。

「単位レート」フラグが設定されたレート表に対して、次の検証を実施する必要があります。こ

れは、需要管理、NSAPI、および REXフローにも実施する必要があります。

• 1つの属性だけを課金可能にする必要があります。

• 1つのデータレコードだけがレート表データ内に存在する必要があります。

•単一の請求可能な属性は、データ型「Number」だけにする必要があります
（Integer/Long/Double/Money）。

•データタブ内に複数のレコードが存在する場合は、ユーザが最初のタブの「単位レート」フ
ラグをチェックできないようにしてください。

カスタム展開を使用してカテゴリを展開すると、ソースサイトのカテゴリ構造のすべてまたは一

部を、ターゲットサイトに再作成できます。選択したカテゴリとそれらのサブカテゴリが展開さ

れ、カテゴリが関連付けられているサービスとカテゴリの関係が、ソースサイトでの関係と一致

するように再確立されます。これは、基本展開パッケージで提供される機能を補完します。基本

展開パッケージでは、展開しているサービスに関連付けられているカテゴリのみがパッケージに

含まれます。

1つのパッケージには、エンティティ間に相互依存性がある 2つ以上のエンティティタイプを含
めることができます。たとえば、人員は既存の組織に関連付ける必要があります。CatalogDeployer
は正しい順序で自動的にエンティティを展開します。そのため、これらの相互依存関係は維持で

きます。

さらに、同じタイプのエンティティ間に相互依存関係が存在することもあり、ある人員が別の人

員をスーパーバイザとして指名したり、組織階層が存在したりします。このような場合も、Catalog
Deployerによってエンティティは正しい順序で（たとえば、スーパーバイザエンティティが最初
に）展開されるため、関係を再設定できます。

展開する各エンティティ（役職以外）に対して、パッケージに含まれる新しい定義で対象サイト

のエンティティ定義を上書きする、または展開を省略するオプションを選択できます。

CatalogDeployerはターゲットサイトにエンティティが存在するかどうかを調べるのみで、（たと
えば、ソースがターゲットよりも新しいかどうかを確認するために）コンテンツの検査を行わな

いので、エンティティ展開をスキップすることは危険です。 [スキップ（Skip）]オプションは、
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すでに存在するエンティティの再インストールを行わないでパフォーマンスを最適化できますが、

その使用は限定された状況（たとえば、エンティティが存在するか不明であるターゲットサイト

に大きいパッケージを初めて展開する場合など）で行ってください。いずれかの面で展開に失敗

する（たとえば、ホーム OUがターゲットサイトと現在の展開パッケージに存在しない人を展開
しようとした）場合は、その欠落を修正してパッケージを再展開できます。まだターゲットサイ

トに存在しないパッケージコンテンツのみが展開されます。

エンティティタイプ（電子メールテンプレート、役職、およびエージェント以外）ごとに、ター

ゲットサイトの他の関連エンティティとの関係の再設定に関して Catalog Deployerの動作を指定
するオプションもあります。

•ソースサイトの関係を複製せずにエンティティ定義に対する変更のみを展開するには、[含
めない（Do not include）]を使用します。このオプションは、たとえば、新しい組織のみ展
開し、この組織と多数の人々（一部の人は対象サイトに存在しない可能性がある）との関係

は展開しない場合に選択します。

•一般的にはソースサイトの関連付けを含めることは必要です。このオプションを選択する
と、対象サイトでソースサイト内の関係が複製されます。 [スキップ（Skip）]オプションを
使用すると、一部の関連付けられたエンティティがターゲットサイトに存在しない場合に展

開を続行できます。たとえば、まだ開発中で展開されていないサービスにキューを割り当て

ていることがあります。 [スキップ（Skip）]オプションを使用する場合は、予想される関連
付けがスキップされた状態にならないように、ログを注意深く読んでください。

展開中にソースサイトからターゲットサイトにインポートされたデータもマージすることができ

ます。このオプションは、サービス項目定義、標準定義、課金レート定義、および同意テンプ

レートに使用できます。

ポータルページとポートレット権限はロールを使って展開できます。展開は、ポータルペー

ジとポートレットが Portal Designer経由でインポートされてから実施する必要があります。
（注）

展開用パッケージの作成と展開

展開用パッケージは Catalog Deployerで次のフローに従います。

ステップ 1 展開用パッケージを作成します。 Catalog Deployerにアクセスして使用する権限を付与されたユーザは、
展開用パッケージを作成し、パッケージに含めるエンティティを選択できます。展開用パッケージの作

成, （25ページ）を参照してください。

ステップ 2 パッケージをアセンブリします。基盤となるコンテンツが展開準備完了と見なされると、[アクション
（Action）]ペインの [パッケージのアセンブリ（Assemble Package）]ボタンをクリックすると、展開用
パッケージがアセンブリされます。この時点で、CatalogDeployerはコンテンツを抽出し、展開用パッケー
ジの一部として保存されるコピーを作成します。パッケージのアセンブリが行われると、パッケージに含
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まれるエンティティへの変更は、パッケージが再アセンブリされない限りキャプチャされません。展開用

パッケージの組み立て, （27ページ）を参照してください。

ステップ 3 パッケージを送信します。アセンブリされたパッケージは、展開のために対象サイトに送信されます。

パッケージは、Catalog Deployer経由で送信できます。または、ソースサイトおよびターゲットサイト間
に直接接続がなければ、このステップをエクスポートおよびインポートプロセスを使用して「オフライ

ン」で実行する場合があります。展開用パッケージの送信, （27ページ）を参照してください。

ステップ 4 パッケージを展開します。パッケージを展開する権限を持つ担当者は、対象サイトで受信されたパッケー

ジを選択し、展開を実行します。パッケージの展開, （30ページ）を参照してください。

ステップ 5 ビューレコードログファイルに、各サイトの Catalog Deployer内で発生するすべてのアクティビティが
記録されます。ログファイル, （33ページ）を参照してください。

ステップ 6 展開中にサポートされないエンティティについては、サポートされていないエンティティ, （6ページ）
を参照してください。

パッケージ定義が変更された場合のみ、パッケージを保存する必要があります。パッケージ

のコンテンツは自動的に保存されます。

（注）

展開用パッケージの作成

展開用パッケージを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（ViewandSearch）]ペインで [アクション（Action）]> [新規展開用パッケージ（NewDeployment
Package）]を選択します。

ステップ 2 [新規展開用パッケージ（New Deployment Package）]ウィンドウで、次の詳細情報を入力します。

•パッケージ名（Package Name）

•説明

•パッケージタイプ（Package Type）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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（注） •名前からユーザがパッケージコンテンツを推測できるようにするために、パッケージの
命名標準を策定してください。たとえば、パッケージのタイプ、ソースサイト、コンテ

ンツの説明、およびビルド番号とパッケージが作成された日付の情報を組み合わせて名

前を構成できます。ソースサイトまたはターゲットサイトで同じ名前の 2のパッケージ
を作成することはできません。

•特殊文字（たとえば、“\ /:*?"<>()[]”など）を使用するパッケージ名を入力することはで
きません。スペースは使用できますが、ログ XML出力ファイルでは下線（_）に置き換
えられます。

•パッケージの説明は必須です。パッケージ名と説明は両方とも、パッケージが作成され
た後で変更できます。

•必要に応じて、[表示と検索（View and Search）]ペインまたは [コンテンツ（Content）]
ペインでパッケージ名をクリックし、[パッケージ名（Package Name）]と [説明
（Description）]フィールドを確認します。検索結果には、入力されたエンティティタイ
プまたは検索する値がパッケージ内のプライマリエンティティだったパッケージのみが

返されます。プライマリエンティティとは、パッケージに含めるために選択されたエン

ティティ（サービス定義、組織単位、グループ、キュー、人員、役職、ロール、カテゴ

リ、電子メールテンプレート）のことです。

•パッケージタイプはパッケージをいったん作成すると変更できません。パッケージタイ
プの詳細については、ログファイル, （33ページ）を参照してください。

展開用パッケージへのコンテンツの追加

パッケージにはその作成時にステータス [未送信（Not Transmitted）]が割り当てられます。 [表示
と検索（ViewandSearch）]ペイン内でこれをクリックすると、そのコンテンツが [内容（Contents）]
ペインに表示されます。

コンテンツをパッケージに追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [内容（Content）]ペインで、[追加（Add）]ドロップダウンメニューをクリックし、そのパッケージのタ
イプで使用可能なエンティティのリストから、追加するエンティティタイプを選択します。

[検索（Search）]ダイアログボックスが表示され、コンテンツを検索および選択できます。

ステップ 2 チェックボックスをオンにしてコンテンツを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックして、選択したコンテンツを追加します。
コンテンツが [内容（Content）]ペインに表示され、自動的に保存されます。エンティティを削除する必
要がある場合は、チェックボックスをオンにして、[削除（Remove）]と [はい（Yes）]を順にクリックし
ます。コンテンツは、パッケージが送信されるまで、いつでも追加および削除できます。アセンブリさ

れた後にコンテンツが変更された場合、パッケージを再アセンブリする必要があります。
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パッケージ内容のプレビュー

基本および拡張サービス展開用パッケージでは、サービス定義のプレビューが可能です。

すでにパッケージに含まれているサービスの場合

パッケージの [内容（Content）]ペインに移動し、プレビューするサービスのチェックボックスを
オンにして選択し、[プレビュー（Preview）]をクリックします。

サービスのプレビューはサービス定義の概要およびサービスフォームのレンダリングで構成され

ます。すべてのエンティティ参照がプレビュー最後の [追加内容（Additional Content）]セクショ
ンにまとめられています。これは、サービスを展開する前に対象環境にこれらのエンティティが

存在することを確認するうえで役に立ちます。

展開用パッケージの組み立て

[アクション（Action）]ペインで、[パッケージの組み立て（Assemble Package）]をクリックして
パッケージを組み立てます。 [OK]をクリックして、パッケージのアセンブリが成功したことを確
認します。パッケージを組み立てた後、そのステータスは [未送信（Not Transmitted）]のままで
す。いずれかのコンポーネントの定義が変更された場合、または展開するエンティティの追加ま

たは削除を行った場合には再度組み立てることができます。パッケージ組み立てのログエントリ

には、指定されたプライマリエンティティと一緒に展開されるコンポーネントエンティティの両

方が含まれます。 [アクション（Action）]ペインの [履歴（History）]セクションで [ログの表示
（View Log）]リンクをクリックすると、ログが表示されます。

展開用パッケージの送信

コンテンツは、次の場合に別のサイトへ直接送信できます。

•ターゲットサイトは [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [Entity Homes]で定義
されています。

•ターゲットサイトに対応するデータソースは、アプリケーションサーバコンソールの JDBC
データソースページで定義されています。
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パッケージを送信するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[表示（View）]ドロップダウンメニューを使用してステータ
スが [未送信（Not Transmitted）]のパッケージを表示します。

ステップ 2 リストでパッケージを探します。パッケージ名をクリックすると、そのパッケージの情報が他のペインに

表示されます。

ステップ 3 パッケージがアセンブリされていない場合、[アクション（Action）]ペインで、[パッケージのアセンブリ
（Assemble Package）]をクリックします。 [OK]をクリックして、パッケージのアセンブリが成功したこ
とを確認します。

ステップ 4 [アクション（Action）]ペインで、[送信（Transmit）]をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウンメニューからターゲットサイトを選択します。

サイト管理者が設定したデータソースのみを選択できます。手順については、『Cisco Prime
ServiceCatalogDesignerGuide』を参照してください。サイトが一覧表示されない場合は、Catalog
Deployerのエクスポート/インポート機能のみを使用するようにサイトが設定されている可能性
があります。

（注）

ステップ 6 [今すぐ送信（Transmit Now）]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして、送信が成功したことを確認します。
展開パッケージがターゲットサイトに送信されます。ソースサイトの現在のパッケージのステータスは

[送信済み（Transmitted）]に変更されます。送信したパッケージは、他のサイトに送信したり、エクス
ポートしたりできます。

展開用パッケージのエクスポート

パッケージを送信する代わりに、パッケージをエクスポートすることができます。パッケージを

エクスポートすると、アセンブリされたパッケージのコンテンツで構成される XMLファイルが
作成されます。次に、エクスポートファイルは、対象サイトにインポートされ展開されます。

パッケージをエクスポートすると、パッケージがテキストで表現されます。エクスポートした

パッケージは、オフラインのアーカイブとして使用したり、会社のソースコード制御システムに

チェックインしたりできます。

パッケージをエクスポートするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[表示（View）]ドロップダウンメニューを使用して [未送信
（Not Transmitted）]または [送信済み（Transmitted）]ステータスのパッケージを表示します。

展開用に受信されたパッケージまたは展開されたパッケージは、エクスポートできませ

ん。

（注）

    Cisco Prime Service Catalog 11.0 管理および運用ガイド
28

コンテンツ展開の管理

展開用パッケージの作成と展開

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-service-catalog/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-service-catalog/products-installation-guides-list.html


ステップ 2 リストでパッケージを探します。パッケージ名をクリックすると、そのパッケージの情報が他のペインに

表示されます。

ステップ 3 パッケージがアセンブリされていない場合、[アクション（Action）]ペインで、[パッケージのアセンブリ
（Assemble Package）]をクリックします。 [OK]をクリックして、パッケージのアセンブリが成功したこ
とを確認します。

ステップ 4 [アクション（Action）]ペインで、[エクスポート（Export）]をクリックします。
次の例に示されているように、[エクスポート（Export）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 このダイアログボックスで、ファイル名のリンク（上記の例では、ファイル名のリンクは Basic Service
Package02です）をクリックします。
[ファイルのダウンロード（File Download）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
[名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 必要に応じて、ファイルの名前を変更し、目的の宛先を選択します。

宛先は一般的には共有ドライブ上（CatalogDeployerの機能ですべてのユーザがアクセス可能）にします。
パッケージのトラッキングを円滑に行うには、ディレクトリの命名およびサブディレクトリの構造の標準

を確立する必要があります。たとえば、同じ変更要求の一部として展開されるすべてのパッケージに対し

て、新しいサブディレクトリを作成するなどです。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 9 [Close（閉じる）]をクリックして、[エクスポート（Export）]ダイアログボックスを閉じます。

セキュリティやその他の理由でソースから対象サイトへパッケージの直接送信が許可されていな

い場合、パッケージの送信の代わりにエクスポート/インポートを使用できます。結果は同じで
す。つまり、パッケージは [展開用に受信（Received for Deployment）]ステータスでターゲット
サイトに作成され、続いて展開できます。

展開用パッケージのインポート

エクスポートしたパッケージは、対象システムにインポートする必要があります。

パッケージをインポートするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[アクション（Action）] > [インポート（Import）]を選択しま
す。

[インポート（Import）]ダイアログボックスが表示され、インポートするファイルを探すように求められ
ます。
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ステップ 2 [参照（Browse）]をクリックします。

ステップ 3 パッケージファイルを見つけて、選択します。

ステップ 4 [開く（Open）]をクリックします。

ステップ 5 [インポート（Import）]をクリックします。
展開用パッケージがインポートされ、[展開用に受信（Received forDeployment）]ステータスが割り当てら
れて、開かれます。これで展開できるようになりました。

ステップ 6 [インポート（Import）]ダイアログボックスを閉じます。

展開用パッケージを最初にエクスポートしたソースサイトに再インポートするには、まずソー

スサイトから同一のパッケージを削除する必要があります。ファイル名が変更された場合で

も、アプリケーションは重複ファイルを認識します。

（注）

パッケージの展開

対象サイトに送信またはインポートしたパッケージを展開するには、以下の手順を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[表示（View）]ドロップダウンメニューを使用して [展開用
に受信（Received for Deployment）]ステータスのパッケージを表示します。

ステップ 2 リストでパッケージを探します。パッケージ名をクリックすると、そのパッケージの情報が他のペインに

表示されます。

展開オプションとソースサイトで選択した関連付けされたエンティティのルールに従って展開

が実行されます。対象サイトのユーザは、タブをクリックして選択したエンティティを表示で

きますが、いかなる方法でもパッケージを変更することはできません。

（注）

ステップ 3 [アクション（Action）]ペインで、[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして、展開が正常に完了したことを確認します。

展開が正常に完了すると、パッケージのステータスは [展開済み（Deployed）]に変更されます。

展開するパッケージのアセンブリされたコンテンツは、対象サイトのリリースレベルと一致する

必要があります。CatalogDeployerは、パッケージがアセンブリされたアプリケーションバージョ
ンを追跡し、異なるバージョン間での展開を許可しません。

基本または拡張サービスパッケージには、展開されるサービスで使用するすべてのコンポーネン

ト設計要素が含まれます。ただし、データベースに格納されていない設計コンポーネントは展開

用パッケージに含まれず、別に展開する必要があります。これらの要素には次のものが含まれま

す。

•任意の ISFスクリプトによって参照される JavaScriptライブラリ
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•環境に追加され、データ取得ルールまたはオプションリストによって参照されるデータソー
ス

展開は、原則として、展開が行われたときにインフライトであった要求によって使用されるサー

ビスおよびコンポーネントの定義に影響を与えません。ただし、要求プロセスの動的性質によ

り、以前に送信された要求は次のものによる影響を受けます。

•ルールまたは JavaScript関数およびライブラリのコンテンツに対する変更

•最終的な承認ステップにまだ合格していないサービス要求の提供計画に対する変更

展開スケジュールおよびサービスの設計者は、サービス定義の以前のバージョンに基づいたイン

フライトの要求が上記の要素の変更による影響を受けることを考慮する必要があります。

複数のパッケージを送信して展開する

1つの機能で複数のパッケージを送信して展開できます。 Catalog Deployerは順番に各パッケージ
を処理し、それぞれのステータスを提供します。この手順により、わずかなユーザ操作で大量の

パッケージを展開することが容易になります。

複数のパッケージを送信するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[アクション（Action）] > [複数パッケージの送信（Transmit
Multiple Packages）]を選択します。

ステップ 2 [送信するパッケージの追加（AddPackages to Transmit）]をクリックして [検索（Search）]ダイアログボッ
クスを開きます。ここで、送信するパッケージを検索して選択できます。 [検索（Search）]ダイアログ
ボックスでは、ステータスが [未送信（NotTransmitted）]（組み立て済み）および [送信済み（Transmitted）]
のパッケージのみを選択できます。

ステップ 3 必要なパッケージのチェックボックスをオンにして選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックして、選択したパッケージを追加します。
パッケージが [パッケージ（Packages）]フォルダの下にアルファベット順に表示されます。選択したすべ
てのパッケージが送信されます。パッケージを削除する必要がある場合は、そのチェックボックスをオ

ンにして、[削除（Remove）]、[はい（Yes）]の順にクリックします。

ステップ 5 [ターゲットサイトを選択（Select a target site）]フォルダの下で、ターゲットサイトのチェックボックス
をオンにして選択します。

ステップ 6 [送信（Transmit）]をクリックして送信を開始します。
パッケージが一覧表示された順序（アルファベット順）で送信されます。送信プロセスが完了すると、ス

テータスメッセージが表示され、各パッケージの送信の成否が示されます（送信失敗の最も一般的な理

由は、ソースサイトとターゲットサイト間のバージョンの不一致です）。各パッケージのログファイル

も更新されます。
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同様のインターフェイスによる複数パッケージの展開

同様のインターフェイスを使用して複数のパッケージを展開できます。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[アクション（Action）] > [複数パッケージの展開（Deploy
Multiple Packages）]を選択します。

ステップ 2 [複数パッケージの展開（Deploy Multiple Packages）]ウィンドウの [展開するパッケージの追加（Add
Packages to Deploy）]をクリックして [検索（Search）]ダイアログボックスを開きます。ここで、展開す
るパッケージを検索して選択できます。ステータスが [展開用に受信済み（Received for Deployment）]ま
たは [展開済み（Deployed）]の展開パッケージを選択できます。

ステップ 3 展開するパッケージのチェックボックスをオンにして選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックして、選択したパッケージを追加します。
パッケージが [パッケージ（Packages）]フォルダの下にアルファベット順に表示されます。選択したすべ
てのパッケージが展開されます。パッケージを削除する必要がある場合は、そのチェックボックスをオ

ンにして、[削除（Remove）]、[はい（Yes）]の順にクリックします。

ステップ 5 [展開（Deploy）]をクリックして展開を開始します。
パッケージが一覧表示された順序（アルファベット順）で展開されます。複数送信と同様に、複数展開で

も各パッケージの展開の成否が示されます。この情報は、パッケージのログファイルでも利用できます。

展開用パッケージのクローズと再オープン

どの状態の展開用パッケージも、それが作成されたサイトの [表示と検索（View and Search）]ペ
インでそれをクリックして、[アクション（Action）]ペインで [クローズ済みとしてマーク（Mark
asClosed）]をクリックすることによってクローズすることができます。パッケージをクローズす
ると、そのステータスが [クローズ（Closed）]に変わるだけで、そのパッケージは「クローズ」
パッケージのビューにしか表示されなくなります。これにより、探す対象のアクティブパッケー

ジが少なくなるため、他のパッケージでの作業が容易になります。

クローズしたパッケージはいつでも（他のサイトに送信する必要がある、またはコンテンツをエ

クスポートしたい場合など）再オープンすることができます。パッケージを再オープンするに

は、[表示と検索（View and Search）]ペインでそれをクリックして、[アクション（Action）]ペイ
ンで [再オープン（Reopen）]をクリックします。

展開用パッケージの削除

パッケージを削除するには、[表示と検索（View and Search）]ペインでそれをクリックして、[ア
クション（Action）]ペインで [削除（Delete）]をクリックします。削除を確定するには、[はい
（Yes）]をクリックします。展開用パッケージを削除すると、パッケージと展開履歴が現在のサ
イトから完全に削除されます。パッケージ内容は圧縮されますが、パッケージコンポーネントを

表すために必要な XMLは非常に大きくなることがあります。したがって、パッケージを削除す
ると、リポジトリ/データベースで使用可能なスペースを取り戻せます。パッケージを過去にエク
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スポートしたことがある場合は、パッケージの内容を復旧できます。ただし、現在のサイトのパッ

ケージの完全な展開履歴を復旧することはできません。

展開用パッケージのコピー

多くの場合、ビルドプロセスの一部として同じエンティティを複数回展開する必要があります。

たとえば、1つ以上のサービスを開発環境からテスト環境に展開したとします。次に、修復が必
要ないくつかの不具合をテスターが見つけると、開発環境でサービス定義が修復されて再展開さ

れます。次に、本番環境に展開する前にテスト環境で修正が確認されます。

展開用パッケージのコピー機能はこのワークフローを容易にします。目的のコンテンツを持つ最

初のパッケージが作成されたら、このパッケージをコピーできます。

パッケージをコピーするには、以下を実行します。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインでパッケージを選択します。

ステップ 2 [アクション（Action）]ペインで、[コピー（Copy）]をクリックします。
[パッケージのコピー（Copy Package）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 パッケージの名前を変更します。

ステップ 4 [パッケージのコピー（Copy Package）]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
新しいパッケージが作成され、[未送信（Not transmitted）]のステータスで開かれます。このパッケージに
は、アセンブリされたパッケージコンテンツではなく、[コンテンツ（Content）]ペインで指定されたエ
ンティティが含まれます。次に、必要に応じて、パッケージを再アセンブリできます。

ログファイル

[アクション（Action）]ペインの [履歴（History）]セクションの [ログの表示（View Log）]リン
クに、Catalog Deployerによるアクションの詳細が表示されます。 [ログの表示（View Log）]リン
クをクリックすると、[ログの表示（View Log）]タブが開いて、[ログの詳細（Log Details）]と
[XML出力（XMLOutput）]というサブタブが表示されます。ログには、パッケージが受けるすべ
てのアクティビティが記録されます。アセンブリログには、パッケージに含まれるすべてのエン

ティティが表示されます。展開ログには、ターゲットサイトで正常に抽出されたすべてのエン

ティティが表示されます。パッケージの展開に失敗した場合、エラーも表示されます。

ログには、すべてのパッケージの詳細（名前、説明）、組み立てまたは展開の時刻の日時スタン

プ、および含まれているすべてのエンティティが含まれます。
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既知のエラーおよび欠落

Catalog Deployerはエンティティの名前変更をサポートしていません。ソースサイトでエンティ
ティ名を変更し、そのエンティティを展開しようとしたり、名前を変更したエンティティを参照

するサービスを展開したりすると、CatalogDeployerは正常に機能しません。関連エンティティと
の関連付けを設定（再設定）するために、CatalogDeployerはそのエンティティをターゲットサイ
トで名前により見つけようとします。展開の目的上、エンティティ「名」は、人員（ログイン名

によって識別）および組織（組織タイプと名前の組み合わせによって識別）を除くすべてのエン

ティティの名前属性です。結果は次のようになります。

•サービス定義のコンポーネントエンティティ（ディクショナリ、フォームコンポーネント）
では、新しいエンティティが作成され、このエンティティとの関連付けが展開対象のサービ

スに設定されます。

•展開対象のプライマリエンティティでは、新しいエンティティが新しい名前で作成されま
す。

•関連付けられた（ディレクトリエンティティおよび電子メールテンプレート）エンティティ
では、選択したパッケージタイプおよび展開オプションに応じて、展開が失敗する場合、ま

たはエンティティの関連付けがスキップされる場合があります。

回避策は次のとおりです。

•該当する場合は、影響を受けるエンティティのサイト保護をターゲットサイトでオフにしま
す。

•名前がソースサイトの名前と一致するようにターゲットサイトのエンティティの名前を変
更します。

•サイト保護をオンに戻します。

•エンティティを展開します。

展開プロセスの間は、エンティティ名の変更状況を注意深くモニタリングし、前述の説明のよう

に、ターゲットサイトにエンティティが適用されることを確認する必要があります。その後、

ターゲットサイトへのエンティティの展開を試みます。

目標テーブルと課金レートテーブルで参照されている測定単位は展開パッケージで収集されませ

ん。ターゲットサイトで Administrationモジュールを介してサービスまたは課金レートに対して
設定された新しい測定単位を作成してから、それらを参照するパッケージを展開する必要があり

ます。

サンプルの展開シナリオ

ここでは、頻繁に行われるいくつかの開発シナリオおよび展開シナリオで使用する推奨手順の詳

細を示します。

•初期展開, （35ページ）
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•各サーバへのエンティティの配置, （36ページ）

•新しいキューを使用するためのサービスの展開, （38ページ）

•新しい電子メールテンプレートを使用するサービスの展開, （39ページ）

•キューおよびサービスチームの名前変更, （40ページ）

初期展開

新しい Service Catalogサイトを作成する必要があります。 1つのオプションは、既存の Service
Catalogデータベースをサイトにコピーし、そのデータベースを使用するようにインストールおよ
び設定を調整する方法です（この手順については、このガイド（http://www.cisco.com/en/US/products/
ps13206/prod_technical_reference_list.html）を参照してください）。また、データベースの初期設定
を行い、Catalog Deployerを使用して新しいサイトの生成に必要なすべてのエンティティを展開す
る方法もあります。

予備設定の実行

Catalog Deployerは、Service Catalogの進展に伴い一般に変化しない Service Catalogの設定面は展
開しません。したがって、初期サイトに対して行ったように、これらの要素を定義する必要があ

ります。

•ディレクトリ統合、承認、およびエンティティホームなど、Administrationモジュールの設
定を再入力します。これらの設定は開発の設定と同じにすべきですが、環境固有の設定項目

は除きます（たとえば、開発とテストで LDAPディレクトリが別の場合があります）。

•インストール手順にすべての Service Linkカスタムアダプタが含まれていたこと、および
Service Catalogアダプタに加えたすべての変更が再度適用されることを確認します。

•エージェントおよび変換を再入力します（既知のエラーおよび欠落）。

サービスの基盤エンティティの展開

Organization Designerによって保守されるエンティティ（人員、組織、グループ、ロール、および
役職）は、サービス定義がこれらのエンティティを参照できるように、その前にサイトに存在し

ていなければなりません。そのため、これらのエンティティはすべて、サービスカタログを展開

する前に展開する必要があります。また、これらのエンティティは、1つ以上のカスタム展開パッ
ケージに含める必要があります。

さらに、カスタム電子メールテンプレートをすべて展開する必要があります。電子メールテン

プレートは、それを使用するサービスが展開される前ならいつでも展開できます。

サービスの展開

基盤エンティティを展開したら、サービスを展開できます。初期展開では、パッケージサイズを

管理できるサイズにし（つまり、サービスグループごとにグループ化し）、ログを慎重に確認し
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ます。すべての関連エンティティが事前に展開されているはずなので、基本展開を使用する必要

があります。

各サーバへのエンティティの配置

これで 2つ（以上の）サイトが稼働している状態です。本番サイトのサービスはすべて、開発サ
イトのサービスと同一である必要があります。（開発サイトには初期展開の一部である他のサー

ビスが存在することもありますが、それは問題ありません。）どの環境で、グループ、ロール、

および組織のエンティティ定義とメンバーシップを定義するのかが問題です。すべてのケースに

おいて、エンティティ保護レベルは、ホーム以外の環境にあるエンティティに対するメンテナン

スは回避するように設定されます。

本番にのみ存在するディレクトリ関連エンティティ

最も単純なアプローチは、サービス定義を構成するすべてのエンティティのホームを開発インス

タンスにし、人と組織のすべての関連エンティティのホームを本番インスタンスにする方法です。

これによって、Catalog Deployerの使用およびそれが展開するエンティティの保守が非常に簡単に
なります。つまり、すべてのエンティティのすべての面が常に1つのサイトのみで保守されます。
ただし、ディレクトリ関連エンティティの作成およびテストのワークフローは複雑になります。

1 新しいサービスを展開する前に、提供計画またはサービスの他の領域で参照されるキュー、組

織、グループ、ロール、および機能ユニットの一覧を作成します。

2 これらすべての関連エンティティが開発インスタンスにすでに存在する場合、それらのエン

ティティは本番サイトにも存在することになります（本番サイトがホームであるため）。した

がって、サービスの作成およびテストを進めることができます。

3 これらのディレクトリ関連エンティティの中でまだ存在しないものがある場合は、本番サイト

にログインして作成します。エンティティ定義、およびそのメンバーシップとロールを設定し

ます。

4 本番サイトにログインして、新しいエンティティとその関連エンティティを含むカスタム展開

パッケージを作成します。ターゲットインスタンスにまだ関連付けがないため、このパッケー

ジでは新しいエンティティに対して [ソース関連付けの使用（Use Source associations）]オプ
ションを使用する必要があります。

5 カスタムパッケージを開発サイトに展開します。

6 展開した新しいエンティティを使用して、サービスを作成します。

7 サービスがテスト可能な状態になったら、対象サービスを含む基本サービスパッケージを作成

します。

8 まず、ディレクトリエンティティを含んでいるカスタムパッケージをテストサイトに展開し

ます。次に、基本サービスパッケージを展開します。

9 サービスがテストにパスしたら、同じ基本サービスパッケージを開発サイトから本番サイトに

展開します。

このシナリオでは、ディレクトリ関連エンティティに関するすべての作業（サービス定義内での

実際のエンティティ参照を除く）は 1か所、つまり本番環境で行われます。これは推奨されるプ
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ロセスです。つまり、すべての作業が 1か所で行われるため、確認とモニタリングが容易になり
ます。ただし、このプロセスでは次のような不都合が生じることがあります。

•開発プロセスにステップを追加することになります。エンティティ定義を最初に（または 2
度目あるいは 3度目に）訂正しなかった場合は、本番に戻ってエンティティを修正し、再
パッケージ、再展開および再テストを行わなければならなくなります。再パッケージを行う

場合、プライマリエンティティはターゲットサイトにのみ存在するサービスにすでに関連

付けられているため、プライマリエンティティに対して [ターゲット関連付けの使用（Use
Target Associations）]オプションを使用する必要があります。

•考えられる別の難点として、本番環境で広範な開発作業を行っている場合があり、これは一
部の組織ではセキュリティリスクと見なされます。

本番と開発の両方に存在するディレクトリ関連エンティティ

代替アプローチは、サービス定義を構成するすべてのエンティティのホームを開発インスタンス

にし（これは変更不可）、人員と組織の関連エンティティのホームを本番インスタンスと開発イ

ンスタンスの両方にする方法です。

組織、グループ、ロール、人員などのエンティティのホームを両方のインスタンスにすることに

は、次のような利点があります。

•これらのエンティティの定義を論理的な場所、つまり開発環境で操作できます。作業はいく
つかの手順を伴うことがあります。たとえば、カスタムロールの定義を正常に行う場合で

す。開発、展開、およびテストを繰り返す必要はありません。単に開発およびテストを行っ

て、終了したら展開するだけです。

•論理的な場所、つまり本番環境の組織またはロールにメンバを割り当てることができ、そこ
ではすべての人員情報がディレクトリ統合により自動的にリフレッシュされ、すべてのService
Catalogユーザが表現されることが保証されます。

組織、グループ、ロール、人員などのエンティティのホームを両方のインスタンスにすることに

は、次のような欠点があります。

•ロールベースアクセスコントロールは現在、ある特定のエンティティタイプへのアクセス
を許可します。それ以上の細分化はできません。たとえば、開発環境でグループ（および

そのロール）のみを定義することを設計者に許可できるのではなく、本番環境でのグループ

メンバーシップの割り当てを許可するだけです。

•メンテナンスは複数の環境で発生しているため、パッケージの展開時には注意を払う必要が
あります。エンティティに対するソースとターゲットの適切な関連付けが維持されるように

する必要があります。

たとえば、メンバがさまざまな組織の人々で構成されるグループを作成しているとします。次の

項では、グループにメンバを割り当てる方法について説明します。
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本番と開発の両方に存在する人員とグループ

•開発でグループを作成し、グループ経由で付与される機能および権限が正しいことを検証す
るためにソース（テスト）メンバを割り当てます。グループに必要なすべての人員が開発環

境にいるとは限らないため、メンバリストは不完全で、場合によっては本番内の人員と互換

性がありません（対応するエントリが本番内に存在しない「テスト」人員が何人かいる場

合）。

•カスタム展開パッケージを使用して、ソースの関連付けによってグループを本番に展開しま
すが、参照されるエンティティが存在しなければ関連付けをスキップします。

• Organization Designerを本番で使用して、適切な人員をグループに関連付けます。両方のエ
ンティティのホームが本番であり、「作成、削除、変更」の保護レベルでもエンティティを

保守できるため、この関連付けは人員またはグループのいずれか便利な方のページで行うこ

とができます。

•グループのメンバーシップが変化した場合に必要なことは、本番環境でOrganizationDesigner
に進み、適切な変更を加えるだけです。さらに、ディレクトリ統合にはある個人がメンバで

あるグループのリストを動的に指定する機能があります。エンタープライズディレクトリお

よび対応するディレクトリマッピングを更新して、この機能を有効にしている場合、手動で

更新する必要はありません。

新しいキューを使用するためのサービスの展開

新しいキューを使用するには、新しいサービスを開発するか、既存のサービスを拡張する必要が

あります。ベストプラクティスに従って、キューは、そのホームになっている対応するサービス

チーム組織を持つようにすべきです。

キューおよび組織の「ホーム」を設定した場所に応じて、ここでは 2つのシナリオが考えられま
す。それぞれに利点と欠点があります。（これは前項の説明の特殊ケースですが非常に頻繁に起

きます）。

本番サイトの組織単位およびキュー

これは、すべての作業を本番サイトの組織、人、キューに置く「クリーン」アプローチです。

2007よりも前の Service Catalogバージョンにおいて実行可能な唯一のアプローチだったため、そ
れらのバージョンからアップグレードする人はその使用を継続することを好む場合があります。

•このアプローチのデメリットは、手動作業を本番サイトで行っている（キューおよび OUを
作成している）ことで、一部の組織ではセキュリティ上の理由からこれは好まれない場合が

あります。

•このアプローチの利点は、キューおよび OUでのすべての作業（その定義だけでなく、メン
バーの割り当て）が 1箇所で行われることです。

•本番サイトで OUおよびキューを作成し、適切なロールを割り当てます。

•本番サイトで、OUにメンバーを割り当てます。
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•新しい OUとキューを本番サイトから開発サイトに展開します。展開用パッケージに、OU
内のすべてのサービス実施者を含めます。既存の人を省略して人を展開するように設定し、

展開のパフォーマンスを最適化することができます。

•開発サイトでサービスを作成します。

•開発サイトから本番サイトにサービスを展開します。

開発と本番の両方に存在する組織単位とキュー

このシナリオでは、エンティティの定義のホームが開発サイトにあり、そのメンバーシップのホー

ムが本番サイトにあります（もちろん、この分割は Entity Homesによって実施することはできま
せん。したがって、Organization Designerによるメンテナンスを許可するために、両方のサイトが
エンティティのホームとして指定されます）。

1 開発サイトでOUとキューを作成し、適切なロールを割り当てます。新しい構成をテストする
のに十分な数のメンバーを割り当てます。

2 開発サイトでサービスを作成します。

3 新しい OUおよびキューを開発から本番に展開する際にソースの関連付けを使用しますが、
ターゲットサイトに存在しないものはすべてスキップします（「テスト」人員を除外するた

め）。

4 本番サイトでOrganizationDesignerを使用（またはディレクトリ統合に依存）してメンバをOU
に割り当てます。

5 開発サイトから本番サイトにサービスを展開します。

初期展開後の組織単位とキューの保守

前述の両シナリオでは、初期展開後に初期のキューと OUに対して可能な変更について確認しま
した。

• OUのメンバーシップの変更は、初期展開に関して処理されます。つまり、OUメンバーシッ
プは本番で保守されます。それらの変更すべてを開発サイトに展開し直すことは重要ではあ

りませんが、行う場合は、OUおよび新規または影響を受けた人員のカスタム展開パッケー
ジは、ソースの関連付けを使用して作成し、開発サイトに展開できます。

• OUに割り当てられた権限の変更はエンティティ定義のホームサイトで適用されます。その
後、対象の関連付けを使用して、新しい OU定義がもう一方のサイトに展開されます。

新しい電子メールテンプレートを使用するサービスの展開

次の 2つのパッケージが必要です。

1 開発では、電子メールテンプレートを含むカスタムパッケージを作成します。デフォルトの

展開オプション（既存のエントリを置き換える）を使用します。

2 開発で、改訂したサービスを含む基本サービスパッケージを作成します。

3 本番サイトにカスタムパッケージを展開します。
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4 基本サービスパッケージを本番サイトに展開します。

カスタムパッケージが基本サービスパッケージの前に展開されている場合は、それぞれのパッ

ケージが作成時の状態で展開されます。

キューおよびサービスチームの名前変更

特定のキューに割り当てられているタスクを含む、複数のサービスを展開後、キューの名前がサー

ビス実施者に誤解を与えているため、名前を変更したいというフィードバックを受け取ることが

あります。または、会社組織が再編成されていて、組織（サービスチームを含む）の名前を新し

い組織を反映したものに変更する必要がある場合があります。

これは既知のエラーおよび欠落, （34ページ）で説明した「既知のエラーおよび欠落」と衝突し
ます。CatalogDeployerはサイト間でエンティティの名前を一致させて動作するため、名前変更さ
れたエンティティとの一致は不可能です。場合によっては（上述のように）、CatalogDeployerは
失敗してエラーを報告します。ただし、別のケースでは、CatalogDeployerはターゲットに新しい
エンティティを作成します。名前変更されたキューに関しては、以前に展開されたすべてのサー

ビスが引き続き古いキューを使用します。キューが名前変更され展開された後で展開されたサー

ビスのみが新しいキューを参照します。これは明らかに設計者の意図に反します。

この動作を防ぐ唯一の方法は、名前を変更する必要があるエンティティを注意深くモニタリング

および制御するプロセスを整備することです。このプロセスは、キューおよび組織のホームが本

番サイトだけにあるか、本番サイトと開発サイトの両方にあるかに応じて若干異なりますが、い

ずれの場合も両方のサイトでエンティティの手動による名前変更（Organization Designerを介し
て）が必要です。

次のシナリオを考慮する必要があります。

開発と本番の両方に存在するエンティティ

1 要件に対応するために、OrganizationDesignerが、通常のメンテナンス手順を使用して、開発イ
ンスタンスのキューとサービスチームの名前を変更します。

2 管理者は手動で（Organization Designerを介して）本番インスタンスのエンティティの名前を
変更します。エンティティのホームは両方のインスタンスにあるため、通常は、エンティティ

保護レベルによってこの手順は許可されます。

3 Service Designerが、名前を変更したキューとサービスチームを使用してサービスを修正しま
す。処理されたサービスは、標準の手順を使用して展開できます。

本番にしか存在しないエンティティ

1 要件に対応するために、Organization Designerが、通常のメンテナンス手順を使用して、本番
インスタンスのキューとサービスチームの名前を変更します。

2 管理者が開発インスタンスでエンティティホーム保護レベルを緩和します。この保護レベル

の緩和は、キュー定義やメンバーシップへの手動での変更は通常許可されず、エンティティの

ホームは本番サイトにあるため必要になります。

3 Organization Designerが開発サイトのエンティティの名前を変更します。
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4 変更が適用された後、管理者がエンティティ保護レベルを元に戻します。

5 Service Designerが、名前を変更したキューとサービスチームを使用してサービスを修正しま
す。処理されたサービスは、標準の手順を使用して展開できます。

カテゴリとアイコンの変更

カテゴリは、基本サービスまたは拡張サービスの展開の一環として、コンポーネントエンティ

ティとして展開されます。これは、主な目的が新規または修正したサービス定義を展開し、関連

カテゴリも展開されるようにする場合には効果的な方法です。ただし、カテゴリ階層またはカテ

ゴリに関連付けられているイメージが変更されている場合には、サービスパッケージの使用は効

果的ではありません。

カスタム展開パッケージには、階層を参照している可能性があるサービスとは無関係に、カテゴ

リ階層のすべてまたは一部を展開するためのオプションがあります。カテゴリ構造がターゲット

環境に展開されるときに、Catalog Deployerは各カテゴリおよびそのサービス間の関連付けを自動
的に再設定します。

通常どおり、エンティティ名（このケースではカテゴリ）の単純な変更に対する警告が適用され

ます。もう適用されないカテゴリがある場合は、そのカテゴリのサービスへの関連付けを削除

し、新しいカテゴリを作成して、置き換える必要があります。あるいは、ソースとすべての対象

インスタンスでカテゴリの名前を変更します。

1 Catalog Designerがカテゴリのホームである開発サイトでカテゴリの名前を変更します。
2 管理者が、本番サイトでエンティティ保護機能をオフにします。

3 Catalog Designerが本番サイトでカテゴリの名前を変更します。
4 変更が適用された後、管理者がエンティティ保護レベルを元に戻します。

5 ServiceDesignerが名前を変更したカテゴリを使用してサービスを処理します。処理されたサー
ビスは、標準の手順を使用して展開できます。

Service Catalog アップグレード後のエンティティの名前変更
Service Designerは、アップグレードプロセスによって生成された固有な名前を持つエンティティ
を認識できます。

•すべてのサービス定義に対応するアクティブフォームコンポーネントがあります。アクティ
ブフォームコンポーネントの名前は、「UPGD: Form」とその後に続くサービス名で構成さ
れます。

•すべてのフォームコンポーネントがフォームコンポーネントグループに割り当てられます。
グループの名前は、「UPGD: Form」とその後に続くサービスグループ（フォームに対応す
るサービス定義がある場所）の名前で構成されます。

Service Designerは、少なくとも、アップグレードプロセスで作成されたアーティファクトの名前
を、よりユーザにわかりやすい名前に変更したいと考えます（また、再使用を促進するために

フォームコンポーネントの構造のリファクタリングも望む場合もありますが、それは別の問題で

す）。次に示すのは「標準的な」名前変更シナリオです。
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1 Service Designerがフォームコンポーネントとフォームコンポーネントグループの名前を開発
サイト（2つのエンティティがホーム）で変更します。

2 管理者が、本番サイトでエンティティ保護機能をオフにします。

3 Catalog Designerが、本番サイトでフォームコンポーネントとグループの名前を変更します。
4 変更が適用された後、管理者がエンティティ保護レベルを元に戻します。

5 Service Designerが、名前を変更したフォームコンポーネントを使用してサービスに手を加え
ます。処理されたサービスは、標準の手順を使用して展開できます。

カスタムの役職の追加

開発サイトでOUに関連した役職を定義して、1つまたは 2つの組織に対してその役職を保持して
いる個人を指定しています。開発サイトのサービスを、その役職にタスクをルートするように変

更しています。この場合、次の手順で、新規および変更済みのエンティティを展開します。

1 開発サイトでカスタムパッケージを作成します。

2 カスタムパッケージには、作成した役職とその役職に割り当てられている人を含めます。人

の展開オプションでは、ソースの関連付けを使用します。

3 本番サイトにカスタムパッケージを展開します。

4 修正したサービスを含む基本サービスパッケージを作成します。

5 基本サービスパッケージを本番サイトに展開します。

ブラウザキャッシュが有効な状態での環境への展開

Administration設定で [ブラウザキャッシュ（Browser Cache）]設定が有効になっている場合は、
サービスカタログプレゼンテーション内のアイコンと埋め込み画像に加えられる変更は、ブラウ

ザキャッシュが削除されるまで有効になりません。アプリケーションユーザにそれぞれのブラ

ウザキャッシュの削除を要求するには、このガイドの手順に従ってブラウザキャッシュのバー

ジョンを上げてください。

ブランド化コンテンツライブラリ

シスコでは、特定の製品リリースにおいてブランド化コンテンツライブラリの形でコンテンツを

提供します。ご使用のリリースに関してこのようなコンテンツライブラリが使用できるかどうか

は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）にお問い合わせください。使用可能なライブラリ
パッケージには次の 2種類があります。

•サービスライブラリ。サービス定義とそのコンポーネントエンティティが含まれます。

•カスタムライブラリ。サービスライブラリに関連付けられたエンティティが含まれます。

これらのライブラリ内のサービスは、エンドユーザ管理、アクセス管理、データセンター管理、

およびその他の領域で一般的に必要なサービス用のモデルを提供します。ライブラリコンテンツ

はプレビューすることができ、必要な項目を開発環境に展開することができます。そのため、企

業の要件に合わせたサービスの設計、設定、およびカスタマイズを迅速に行うことができます。
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カスタムライブラリには、サービス内で参照されるキューやサービスチーム（組織）などのエン

ティティが含まれています。このライブラリは、オプションで、対応するサービスライブラリと

一緒にインストールできます。カスタムライブラリが展開されている場合は、サービスで事前定

義の参照が使用されます。カスタムライブラリがインストールされていない場合は、必要に応じ

て、サービスで「デフォルトサービスキュー」が参照されたり、参照が削除されたりします。

サービス設計者には、タスク（提供）計画の設定を完成させる責任があります。

ブランド化ライブラリの展開

一般に、サイト管理者はブランド化ライブラリのコンテンツを管理および展開する責任がありま

す。必要に応じて、ブランド化コンテンツライブラリを展開する権限を持つカスタムロールを

作成できます。ロールの作成と割り当ての詳細については、組織の構築またはオンラインヘルプ

を参照してください。

以下の手順を使用して、ブランド化ライブラリを展開します。

ステップ 1 ライブラリを入手します。ライブラリと対応するユーザマニュアルはシスコのソフトウェアサイトから

ダウンロードできます。

ステップ 2 ライブラリをインストールします。ライブラリは、クライアントワークステーションがアクセス可能な

ディレクトリ（Catalog Deployerがそこから実行されます）にインストールする必要があります。共有の
ネットワークドライブをライブラリの中心のストレージにできます。

ステップ 3 ライブラリコンテンツの展開を担当するユーザが、この機能を含むロールを持っていることを確認しま

す。

ステップ 4 ライブラリをインポートします。ライブラリを Catalog Deployerにインポートします。ライブラリパッ
ケージのインポート, （44ページ）を参照してください。

ステップ 5 ライブラリコンテンツを確認します。ライブラリパッケージを展開する権限を持っているユーザが、対

象サイトで受け取ったパッケージを選択し、状況に応じて、ライブラリコンテンツ（サービス）をプレ

ビューします。

ライブラリコンテンツをプレビューするには、プレビューするサービスのチェックボックスをオンにして

選択し、[プレビュー（Preview）]をクリックします。

ステップ 6 選択したライブラリコンテンツを展開します。受信するパッケージを選択し、展開するパッケージコン

テンツを選択して、展開を実行します。ライブラリの展開, （46ページ）を参照してください。

ステップ 7 展開ログを確認します。ライブラリコンテンツを展開すると、エンティティ定義の作成または更新に関

する、すべての展開アクティビティの詳細なログが生成されます。

サイト管理者とカタログパブリッシャのロールには、ブランド化コンテンツライブラリから内容

をインポート、プレビュー、または展開するための [展開のインポート（ImportDeployments）]お
よび [展開用パッケージの展開（Deploy Deployment Package）]機能が含まれます。
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ライブラリパッケージのインポート

ライブラリパッケージのインポートは、展開用パッケージのインポートと似ています。

ステップ 1 [表示と検索（View and Search）]ペインで、[アクション（Action）] > [インポート（Import）]を選択しま
す（そのオプションが使用不可の場合は、現在のユーザに、「ブランド化ライブラリコンテンツの展開」

機能を含むロールがありません）。

[インポート（Import）]ダイアログボックスが表示され、インポートするライブラリファイルを参照する
ように求められます。

ステップ 2 [参照（Browse）]をクリックします。

ステップ 3 ライブラリファイルを見つけて、選択します。

ステップ 4 [開く（Open）]をクリックします。

ステップ 5 [インポート（Import）]をクリックします。
ライブラリがインポートされ、[展開用に受信（Received forDeployment）]ステータスが割り当てられて、
開かれます。

ステップ 6 [インポート（Import）]ダイアログボックスを閉じます。

ライブラリパッケージにはライブラリを識別し、その展開の詳細がわかる属性があります。

表 8：ライブラリパッケージ属性のインポート

説明属性

ライブラリの名前とそのコンテンツの簡潔な説

明。

[パッケージ名（Package Name）]と [説明
（Description）]

ベンダーがリリースしたライブラリのバージョ

ン。

ライブラリバージョン（Library Version）

シスコ、またはコンテンツ提供者の名前。ベンダー名

ライブラリの展開がサポートされているデータ

ベースのバージョン。ライブラリは特定バー

ジョンの Service Catalogに合わせてカスタマイ
ズされています。

アプリケーションバージョン（Application
Version）

ライブラリに関連付けられたイメージアイコ

ン。

画像

サービスライブラリまたはカスタムライブラ

リ。

パッケージタイプ（Package Type）
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説明属性

ライブラリの現在のステータス。 [受信済み
（Received）]または [展開済み（Deployed）]の
いずれか。

Status

CatalogDeployerは、このサイトのライブラリを
作成した（つまり、ライブラリをインポートし

た）人と、最新の展開アクティビティの日付と

それを実行した人を自動的に追跡します。

[作成日（Created On）]/[作成者（Created By）]

[変更日（Modified On）]/[変更者（Modified
By）]

このサイトのライブラリに対して実行されたす

べての展開アクティビティの簡潔なログ。展開

の詳細を見るためのより詳細なログへのリンク

が付いています。

履歴（History）

ブランド化ライブラリパッケージの作成

適切なロールを持っているライセンスされたユーザは、[表示と検索（View and Search）]ペイン
で [アクション（Action）] > [新しいライブラリパッケージ（New Library Package）]を選択するこ
とによって、新しいライブラリを作成できます。

手順は、次の例外を除いて、展開パッケージの作成手順（展開用パッケージの作成, （25ペー
ジ）を参照）と同じです。

• [ライブラリバージョン（Library Version）]と [ベンダー名（Vendor Name）]が必須です。
これらは、ライブラリを識別する自由形式のテキストフィールドです。

•オレンジ色のボールアイコン がデフォルトで新しいライブラリに関連付けられ、[表示と
検索（View and Search）]ペインの最初の列に表示されます。ライブラリパッケージが保存
されたら、[アクション（Action）]ペインで [イメージのアップロード（Upload Image）]を
クリックすることによって、カスタムイメージアイコンも使用できます。イメージは JPG、
PNG、またはGIF形式にすることができます。これらは 16ピクセルの幅と 16ピクセルの高
さで表示されるため、この縦横比を維持するように作成する必要があります。イメージのサ

イズが正しくない場合は、ブラウザによってサイズが変更され、ぼやけたり、ノイズが入っ

たりすることがあります。

•使用可能なパッケージタイプは次のとおりです。

◦サービスライブラリ。サービス定義とそのコンポーネントエンティティが含まれます。

◦カスタムライブラリ。サービスライブラリに関連付けられたエンティティが含まれま
す。

•ライブラリは、アプリケーションバージョン、ライブラリが作成された Service Catalogデー
タベースのバージョンによっても識別されます。また、ライブラリは、それが作成されたも
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のと同じバージョンのアプリケーションを実行している Service Catalogサイトにのみ展開で
きます。

•ライブラリパッケージは、エクスポートはできますが、送信はできません。展開パッケー
ジと同様に、ライブラリパッケージをエクスポートする前に組み立てる必要があります。

ライブラリの展開

ライブラリはシスコから顧客サイトへ配布される新しいコンテンツの伝達手段です。ライブラリ

は開発サイトにのみ展開する必要があります。CatalogDeployerは、顧客の要件に合わせて以前に
カスタマイズされた可能性のある既存のコンテンツを混乱させたり上書きしたりすることなくラ

イブラリを展開できるように設計されています。そのため、ライブラリパッケージを展開するた

めのオプションは、ライブラリコンテンツが、対象サイトに同じ名前で作成されているコンテン

ツを置き換えるのではなく、補完できるように設定されています。

•パッケージのプライマリエンティティ（カスタムパッケージ内のサービスやディレクトリ
関連エンティティ）は、同名のエンティティがターゲットサイトで見つからない場合にのみ

展開されます。ライブラリからの展開によって既存のコンテンツが置き換えられることはあ

りません。

•サービスバンドルは常に親サービス定義とすべての子サービス定義を含みます。すべての
プライマリエンティティの場合のように、対象サイトに同じ名前のサービスがすでに存在し

ている場合、サービス定義は省略されます（展開されません）。

•コンポーネントエンティティは、プライマリエンティティとともに自動的に展開されるエ
ンティティです。たとえば、サービスを展開することは、そのサービスによって使用される

ディクショナリ、アクティブフォームコンポーネント、カテゴリ、およびキーワードを展

開することになります。これらのコンポーネントエンティティは、対象サイトに同じ名前

のエンティティがすでに存在している場合は展開されません。

•関連付けられたエンティティは、プライマリエンティティによって参照されるエンティティ
です。たとえば、キュー、人員、および組織はサービスタスクプランで参照でき、これら

はサービスの関連エンティティタイプです。プライマリエンティティの展開時に対象サイ

トに関連エンティティが存在する場合、それらのエンティティ間の関係が確立されます。関

連付けられたエンティティが存在しない場合にはデフォルトの関係（たとえば、「デフォル

トサービスキュー」に対する）が設定されます。

サポートエンティティ（キューや組織単位など）を含んでいるライブラリのコンテンツ全体は、

同時に展開する必要があります。逆に、Catalog Deployerを使用すれば、展開するサービスライ
ブラリの内容を選択することができます。各サービスは、別々のトランザクションに展開されま

す。展開に失敗すると、現在のトランザクションがロールバックされます。

すべてのインポートアクションと展開アクションがライブラリパッケージ用に記録されます。

[履歴（History）]セクションの [ログの表示（View Log）]リンクに、Catalog Deployerによるアク
ションが詳しく表示されます。既知のエラーおよび欠落, （34ページ）を参照してください。
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用語

表 9：主な用語

定義用語

コンテンツをパッケージに追加します。パッ

ケージを組み立てると、パッケージに含まれて

いるオブジェクトの現行定義がリポジトリから

抽出され、パッケージに書き込まれます。これ

らのオブジェクトに対してアセンブリ以降に加

えられた変更は、アセンブリされたパッケージ

に反映されません。

パッケージのアセンブリ

プライマリエンティティに関連するエンティ

ティです。対象サイトで展開を成功させるため

に必要です。たとえば、サービス定義（プライ

マリエンティティ）は、タスクが割り当てられ

ているいくつかの組織、サービスチームを参照

する可能性があります（組織単位は、関連エン

ティティです）。

関連付けられた単位

あるサイトから別のサイトへのカタログコンテ

ンツおよびディレクトリの展開を担当する

Service Catalogモジュール。

Catalog Deployer

サービスを展開する際に自動的に展開されるエ

ンティティです。サービスコンポーネントエ

ンティティには、カテゴリ、プレゼンテーショ

ン要素、ディクショナリ、ディクショナリグ

ループ、サービスグループ、キーワード、およ

び目的が含まれます。

コンポーネントエンティティ

アプリケーションサーバコンソールの JDBC
データソースページで定義されるデータソー

ス。CatalogDeployerによる直接のサイト間展開
の対象となるサイトすべての接続情報を指定し

ます。

データソース（Data Source）
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定義用語

CatalogDeployerによって管理されるプライマリ
オブジェクト。展開用パッケージには、選択さ

れた、展開予定のエンティティ（サービス定

義、キュー、グループなど）、および展開アク

ティビティ履歴が含まれます。展開用パッケー

ジは、コンテンツを対象サイトに展開するため

に他のサイトに送信またはエクスポート/イン
ポートすることができます。展開パッケージに

は、それが「組み立て」られ、その時点で含ま

れるデータがソースサイトから抽出されるま

で、エンティティコンテンツは含まれません。

展開用パッケージ

Service Catalogソフトウェア内で作成され保守
されるオブジェクトの 1つ。例：組織単位、
サービス定義、キュー、および電子メールテン

プレート。

エンティティ（Entity）

いずれのサイトが、サポートされる各エンティ

ティタイプの正式サイトであるかを管理者が指

定する、Administrationモジュールの設定のペー
ジ。

エンティティホーム（Entity Home）

すでにアセンブリされたパッケージのコンテン

ツを含む XMLファイルを作成し、そのファイ
ルをファイルシステムに書き込みます。ソー

スサイトから対象サイトへのパッケージのエク

スポートは、パッケージ送信の代替手段です。

パッケージのエクスポート

直接または間接に接続されている 1つ以上の
Service Catalogサイトのグループ。

実装

以前にエクスポートされたXML展開用パッケー
ジを対象サイトにインポートすることにより、

パッケージを作成します。パッケージはステー

タス [展開用に受信（Received for Deployment）]
で作成されます。

パッケージのインポート

事前に組み立てられた、ファイルインポートと

して使用可能なシスコのパッケージ。パッケー

ジ内容は、サービスカタログの基礎を提供する

ために使用できるテンプレートサービス、また

は関連エンティティで構成されています。展開

用パッケージと異なり、ライブラリの選択され

たコンテンツは展開することができます。

ライブラリパッケージ

    Cisco Prime Service Catalog 11.0 管理および運用ガイド
48

コンテンツ展開の管理

ブランド化コンテンツライブラリ



定義用語

CatalogDeployerパッケージに含めるために選択
できるエンティティ。

プライマリエンティティ

データベースおよび httpアドレスを共有する 1
つ以上のコンピュータシステム（単一のコン

ピュータまたはクラスタ）の集合で、機能に

よって分類できます。たとえば、開発サイト、

テストサイト、および本番サイトです。

サイト

パッケージが作成されるサイトです。他のサイ

ト上で展開するパッケージを送信またはエクス

ポートします。

ソースサイト

パッケージが展開されるサイトです。送信また

はインポートを使用してパッケージを受信しま

す。

対象サイト

データベース接続を使用して、あるサイトから

別のサイトにパッケージを送信します。

ジョブを送信すると、ソースサイトでそのジョ

ブの編集（再アセンブリやコンテンツ変更）は

できません。ターゲットサイトは Catalog
Deployer経由で送信を受信します。

送信
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